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夢がある！！

開設５７周年記念佐世保競輪場外

14　15　16　17木 金 土 日

2　　3　　4　　5土 日 月 火 8　　9　 10　 11金 土 日 祝

22　　23　　24金 土 日 27　　28　　29水 木 金

19　　20　 　21火 水 木

松阪Ｓ級シリーズ場外

黒松杯争奪戦

第７回東西王座戦場外

（別府）

開設５７周年記念奈良競輪場外

春日賞争覇戦

開設５８周年記念豊橋競輪場外

ちぎり賞争奪戦

日 月 火 水 木 金 土

いき

いきいき健康ひろば

運動器具を使って

健康づくり・体力づくりを

しましょう！

９：００～１２：００
１３：００～１６：００

火～日曜日（祝日休み）
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豊浜支所福祉保健課
大野原支所福祉保健課
保 健 セ ン タ ー

☎ 52-1204
社会福祉課地域包括支援センター ☎ 23-3968

☎ 54-5706
☎ 23-3964

※
休
日
当
番
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
対
象
月
の
健
康
診
査
日
に
体
調
不
良
な
ど
で
受
診
で
き
な
い
場
合
は
、

　

上
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

2月 保 健 カ レ ン ダ ー

村黒町　☎25－2354

高瀬町　☎72－3888

観音寺町（青柳）　☎25－2884

豊浜町　☎56－3477

古川町　☎25－0290

植田町　☎24－5775

観音寺町（駅通）　☎25－3606

豊浜町　☎52－1818

茂木町五丁目　☎25-3668

豊中町　☎62-6480

茂木町五丁目　☎57-5117

豊浜町　☎52-1733

植田町　☎23－2022

植田町　☎24－4186

植田町　☎57－6860

豊浜町　☎52－5100
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健康相談

自由あそび

骨密度測定

リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

　茶話会

ふれあい広場

リハビリ教室

もぐもぐレッスン

健康相談

育児相談

ぴよぴよクラブ

0歳児の広場

プレママ教室①

小山医院

小野歯科医院

ふじや薬局

第健調剤薬局

リハビリ教室

ふれあい広場

操体法講習会

ぴよぴよクラブ

0歳児の広場＆プレママ広場

プレママ教室②

国土外科医院

とよしま歯科医院

快生堂薬局本店

ケイ・アイ薬局

医

薬

柞田町　☎25－7311

柞田町　☎24－1339

豊浜町　☎52－1733

小林整形外科医院

快生堂くにた調剤薬局

姫浜調剤薬局

男性の料理教室

3歳児健康診査

リハビリ教室

ふれあい広場

育児相談

ひまわりの会

男性の料理教室

河田病院

まなべ歯科医院

快生堂茂木調剤薬局

姫浜調剤薬局

渡辺ハートクリニック内科

おおにし歯科クリニック

ファーマシィ観音寺薬局

ひまわり調剤薬局三豊

要予約

この広報紙は古紙配合１００％再生紙で環境
にやさしい大豆油インクを使用しています。

広報紙の配布についての問い合わせは
0120　494459までご連絡ください。 印刷（株）三豊印刷

高知Ｓ級シリーズ場外

第２２回山崎勲杯争覇戦

休日当番医

休日当番歯科医

休日当番調剤薬局

保健センター

大野原いきいきセンター

豊浜ふれあい会館

豊浜福祉会館

常磐総合コミュニティセンター

柞田公民館

東公民館

伊吹公民館

中姫公民館

愛育会行事

旧観音寺市Ｈ18年7月生まれ

旧観音寺市Ｈ19年4月生まれ

大野原町･豊浜町Ｈ19年4･5月生まれ

旧観音寺市Ｈ19年11月生まれ

旧観音寺市Ｈ16年7/30～8/31生まれ

愛 常

愛 柞

9：00～11：30

9：30～11：30

13：30～15：00

9：30～11：30

9：30～11：30

　10：00～12：00

9：30～11：30

9：30～11：30

10：00～11：30

9：00～11：00

9：30～11：30

9：30～11：30

10：00～12：00

13：30～15：30

9：30～11：30

9：30～11：30

13：30～15：30

10：00～11：30
12：30～16：00

リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

健康相談

転倒予防教室：

9：30～11：30

9：30～11：30

13：00～14：00

9：30～12：00

9：30～13：00

13：30～15：00

13：30～14：30

9：30～13：00

13：30～14：30

保

中

保

東

保保

健康相談

自由あそび

健康相談

9：00～11：30

9：30～11：30

13：30～15：30

9：30～11：30

15：00～15：30

9：30～11：00

9：30～11：30

9：30～11：30

　10：00～12：00

13：30～15：00

リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

　茶話会

10カ月児健康診査

9：30～11：30

9：30～11：30

　10：00～12：00

13：30～14：30

9：30～11：30

9：30～11：30

9：30～11：30

13：30～15：30

9：30～13：00

9：30～11：30

10：00～12：00

13：30～15：30

いき

ふれ

豊福

伊

中

東

柞

愛

豊福

いき

いき

ふれ 健康みどりの会

0歳児の広場

ぴよぴよクラブ

9：00～12：00

10：00～12：00

9：30～11：30

いき

いき

ふれ

健康相談

栄養教室

1歳6カ月児健康診査

いき

いき ぴよぴよクラブ

育児相談

0歳児の広場

スマイルツインズ

9：30～11：30

9：30～11：30

10：00～12：00

13：30～15：30

ふれ

ふれあい広場

リハビリ教室

いきいき体操

10カ月児健康診査

9：30～11：30

9：30～11：30

10：00～11：00

9：30～11：30

10：00～12：00

13：30～14：30

13：15～13：45

いき

ふれ ぴよぴよクラブ

0歳児の広場

3カ月児健康診査

いき

いき

いき

いき

いき

いき

豊福

いき

自由あそび

3カ月児健康診査

9：30～11：30
パパママ教室

9：30～11：30

9：30～12：00

いき

いき

豊福

健康相談

ぴよぴよクラブ

リハビリ教室

　茶話会

転倒予防教室：

保

伊

ひまわりサークル

健康相談

シニアエアロ

愛 常

愛 常

絵本の読み聞かせ
10：00～12：00

愛 保 子育て講演会
10：00～11：00

目
　
次

○正しい認識で明るい社会を

○介護予防サポーターが誕生しました

○平成２０年度放課後児童クラブ

…………………………　2・3

……………………　5

…………………………　5

シニアエアロ

献血 市役所
（主催観音寺ライオンズクラブ）

大野原町･豊浜町Ｈ19年11月生まれ

読む人にも元気になってもらおうと「いつまでも現役」を連載。わた

したちは、いつもそのパワーに圧倒されています。ことしも元気にな

れる話題をどんどん、皆さんの元にお届けしたいと思っています。（M）

エコな生活を心掛けようと１月から始めた生ごみの堆肥化。これを機

に生活を見直すとたくさんの無駄が。もったいない、もったいない。

皆さん、無駄にしない心掛けを始めませんか。（Ｏ）寒波とみぞれに負け

ず初詣。おかげで味わいのある手作りのねずみの置物をゲット！なんだ

か良い年になりそうな予感。ことし一年、皆さんにとっても良い年で

ありますように。（Ｅ）

編集後記

成 人 式
（関連記事4ページ ）



正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を
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豊
浜
小
学
校
６
年　
　

渡
辺　

穂
高
さ
ん

「
だ
れ
も
が　

住
み
よ
い
町
に
」

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー　

☎
２５
―

４
２
５
１

地
域
で
守
る
　子
ど
も
た
ち
の
未
来
6

　

中
学
生
の
回
答
に
は
、
小
学

校
時
代
の
家
族
や
地
域
と
の
強

い
か
か
わ
り
か
ら
友
だ
ち
に
か

か
わ
り
を
求
め
て
い
く
中
学
校

時
代
の
不
安
定
な
様
子
が
現
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
こ
そ
家

庭
や
学
校
・
地
域
の
温
か
い
ま

な
ざ
し
と
声
掛
け
が
必
要
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

は
対
面
式
か
ら
携
帯
や
メ
ー
ル

を
通
じ
て
の
会
話
に
変
化
し
て

い
ま
す
。
携
帯
電
話
が
い
じ
め

な
ど
に
悪
用
さ
れ
る
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
も
増
え
、
今
後
み
ん
な

で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
問
題
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト

〜
子
ど
も
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
【
子
ど
も
の
み
】
〜

　

平
成
１９
年
、
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
と
安
全
・
安
心
な
観

音
寺
を
目
指
し
た
市
民
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
運
動
推
進
の
た
め
に
、

有
志
に
よ
る
「
観
音
寺
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
の
会
」
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
青
少
年
育
成

観
音
寺
市
民
会
議
と
共
に
「
君

の
あ
い
さ
つ
が　

僕
の
元
気　

私
の
元
気
」
を
合
い
言
葉
に

「
人
が
つ
な
が
る　

声
か
け　

心
か
け
運
動
」
の
推
進
を
し
て

い
ま
す
。

　

１０
・
１１
月
に
は
、
そ
の
推
進

状
況
と
必
要
性
に
つ
い
て
市
民

約
５
０
０
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
し
ま
し
た
。
結
果
、
約
５

割
が
市
民
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動

に
つ
い
て
知
っ
て
い
て
、
９
割

以
上
が
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
述
回
答
で
子
ど
も

た
ち
か
ら
「
み
ん
な
が
自
分
か

ら
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
」「
み
ん

な
が
い
い
言
葉
遣
い
で
話
そ
う
」

大
人
か
ら
「
大
人
が
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
子
ど
も
の
手
本
に
な
り

た
い
」「
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
な

い
で
地
域
み
ん
な
で
子
ど
も
を

育
て
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ

と
が
大
切
」
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
心
強
い
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
一
人
ひ
と

り
が
家
庭
・
学
校
・
職
場
・
地

域
で
、
気
持
ち
の
良
い
あ
い
さ

つ
や
温
か
い
声
掛
け
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
青
少
年
育
成
観
音
寺

市
民
会
議
は
、
み
ん
な
で
子
ど

も
を
育
て
る
県
民
運
動
や
平
成

１９
年
度
青
少
年
育
成
国
民
運
動

実
践
調
査
研
究
事
業
な
ど
の
実

践
活
動
の
成
果
が
認
め
ら
れ
、

平
成
１９
年
１１
月
１
日
に
（
社
）

青
少
年
育
成
国
民
会
議
か
ら
全

国
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

ポスターの部書 写 の 部

柞田小学校５年

中村真貴さん

大野原中学校３年

井下恵理子さん

柞田小学校６年

中塚　萌さん

大野原中学校２年

合田紗季さん

①違う意見を持った友だちとも
　仲良くできますか

②友だちから悪いことをしよう
　と誘われたときに断ることが
　できますか

③携帯電話を使っていますか ④携帯電話のメールやチャット、
　いたずら電話などで嫌な思い
　をしたことがありますか

　

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
は
い
、

食
後
の
お
薬
な
」
ご
飯
の
後
、

家
で
は
必
ず
こ
ん
な
声
が
聞
こ

え
ま
す
。

　

ぼ
く
の
家
に
は
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
ま

す
。
そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

３
月
の
末
、
肝
臓
病
が
悪
化
し
、

意
識
が
無
く
な
り
ま
し
た
。
幸

い
意
識
が
も
ど
っ
た
も
の
の
肝

性
脳
症
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
毎
食
後
、
肝
臓
病

の
た
め
の
大
事
な
薬
を
飲
ま
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
最
近
、
な
か
な
か

そ
の
薬
を
飲
ん
で
く
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
せ
い
か
口
が

悪
く
な
り
、
ひ
ど
く
人
に
あ
た

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

そ
ん
な
時
は
、
車
い
す
か
ら
立

ち
上
が
っ
て
お
こ
る
の
で
、
誰

か
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
見
て
い

な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
調
子
の

い
い
と
き
、
ぼ
く
が
帰
宅
す
る

と
「
お
帰
り
」
と
言
っ
た
り
、

頼
ん
だ
こ
と
が
思
い
通
り
に
な

っ
た
ら
、
に
っ
こ
り
し
て
「
あ

り
が
と
う
」
と
言
っ
た
り
し
ま

す
。

　

こ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ど

う
し
て
お
こ
る
こ
と
が
あ
る
の

だ
ろ
う
と
不
思
議
に
思
い
ま
す
。

よ
く
見
て
い
る
と
、
行
き
た
い

方
向
に
車
い
す
を
動
か
し
て
も

ら
え
な
か
っ
た
り
、
早
く
家
に

帰
り
た
く
な
っ
た
り
し
て
、
急

に
大
声
で
さ
け
ん
で
し
ま
う
の

で
す
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
大

切
な
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
大
き
な
声
を

出
す
と
、
周
り
の
人
は
び
っ
く

り
し
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
ジ
ロ

ジ
ロ
見
ま
す
。
す
る
と
さ
ら
に

声
が
大
き
く
な
り
、「
バ
カ
に
し

て
」
と
お
こ
る
の
で
す
。
自
分

で
は
ふ
つ
う
だ
け
れ
ど
、
周
り

か
ら
見
る
と
変
な
人
だ
と
思
っ

て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ

を
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
び
ん
感
に

感
じ
取
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
も
、
目
や
手
足
の
不
自
由

な
人
を
見
る
と
、『
ど
う
す
る
ん

だ
ろ
う
。
何
を
し
て
い
る
ん
だ

ろ
う
』
と
い
う
気
持
ち
で
、
じ

っ
と
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
人

が
外
出
し
て
も
い
や
な
気
分
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
、
そ
の
人
を
認
め
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
れ
に
対

し
て
も
同
じ
よ
う
に
接
す
る
こ

と
は
、
そ
の
人
の
す
べ
て
を
認

め
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
（
原
文
ど
お
り
）

おめでとうございます

平成１９年度人権作品最優秀賞

　市では毎年、人権週間にちなんだ作

品を子どもたちから募集しています。

その作品の中から、最優秀賞に選ばれ

た作品を紹介します。なお、中学生の

作文は３月号に掲載します。

平
成
１９
年
度　

人
権
擁
護
に
関
す
る
最
優
秀
作
文

小
学
校
の
部

←

←

、



介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
が

　
　
　
　
　
誕
生
し
ま
し
た

平
成
２０
年

成
人
式

成
人
式

平
成
２０
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

45

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
２３
│

３
９
６
８

　

平
成
１８
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
終
了
し
た
５６
人
が
「
観
音

寺
市
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
」

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

 

今
、
高
齢
者
の
介
護
が
大
き

な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
や
市
で
は
高
齢
者

が
自
ら
積
極
的
に
健
康
づ
く
り

や
介
護
予
防
に
取
り
組
む
よ
う

に
、
地
域
で
の
普
及
啓
発
な
ど

に
協
力
し
て
く
れ
る
支
援
者
の

養
成
を
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
認

知
症
の
人
へ
の
見
守
り
や
声
掛

け
、
介
護
予
防
事
業
へ
の
支
援

な
ど
、
身
近
な
地
域
で
活
動
を

し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

受
講
を
希
望
す
る
人
は
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

２
月
１３
日
（
水
）

　
　

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

　

２
月
２１
日
（
木
）

　
　

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

　

２
日
間
と
も
受
講
可
能
な
人

　

市
民
会
館
第
３
会
議
室

　

３０
人

　

無
料

　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
は
？

介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

受
講
生
募
集

時対所数料申

問

生
涯
学
習
課　

☎
２３
│

３
９
４
３

対
象
は
？

　

市
内
の
小
学
校
に
就
学
す
る

１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
で
、

放
課
後
、
保
護
者
が
仕
事
や
病

気
な
ど
の
た
め
に
家
に
い
な
い

児
童
。

保
育
料
は
？

　

児
童
一
人
に
つ
き
月
額
５
、

０
０
０
円
。
（
減
免
制
度
が
あ

り
ま
す
）

＊
８
月
は
一
人
に
つ
き
月
額
１
０
、０

　

０
０
円
。

申
し
込
み
は
？

受
付
期
間

　

２
月
４
日
（
月
）
〜
１５
日
（
金
）

　

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
６
時

＊
土
・
日
、
祝
日
は
除
く
。

受
付
場
所

・
新
規
児
童
（
高
室
な
か
よ
し

　

教
室
を
含
む
）
＝
生
涯
学
習

　

課
（
共
同
福
祉
施
設
１
階
ホ

　

ー
ル
奥
）

・
現
在
利
用
し
て
い
る
児
童
＝

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
各
教
室

＊
各
教
室
が
開
設
し
て
い
る
午
後
２

　

時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
の
間
に
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
上
記
期
間
以
降
に
申
請
が
あ
っ
た

　

場
合
、
受
け
付
け
は
し
ま
す
が
期

　

間
内
提
出
者
を
優
先
し
ま
す
。

開
設
場
所
は
？

・
観
音
寺
南
な
か
よ
し
教
室

・
高
室
な
か
よ
し
教
室

・
常
磐
な
か
よ
し
教
室

・
大
野
原
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
教
室

・
豊
浜
に
じ
教
室

必
要
書
類
は
？

１
利
用
申
請
書

　

児
童
一
人
に
つ
き
一
枚
提
出

２
放
課
後
、
同
居
家
族
の
留
守

　

を
証
明
で
き
る
も
の

・
就
労
証
明
書
…
勤
務
先
で
証

　

明
＊
国
民
健
康
保
険
加
入
者
以
外
で
自

　

身
の
保
険
証
を
持
っ
て
い
る
人
（
社

　

保
・
建
保
・
共
保
な
ど
）
は
保
険
証

　

の
提
出
可
。

・
医
師
の
診
断
書
…
入
院
や
自

　

宅
療
養
が
必
要
な
人

＊
自
営
業
や
農
林
漁
業
な
ど
を
営
む

　

人
は
、
申
請
書
裏
面
の
３
欄
に
現

　

状
（
仕
事
の
内
容
・
就
労
時
間
・

　

勤
務
場
所
な
ど
）
を
で
き
る
だ
け

　

詳
し
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

３
調
査
票

４
印
鑑

①
必
ず
保
護
者
か
家
族
が
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
②
平
成
１９
年
度
か
ら
引

き
続
き
希
望
す
る
人
も
、
新
た
に
申

請
が
必
要
で
す
。
③
申
請
内
容
で
児

童
の
家
庭
保
育
が
可
能
だ
と
判
断
し

た
場
合
や
定
員
（
１
教
室
４０
人
）
を

超
え
た
場
合
は
、
利
用
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
④
申
請
に
必
要
な

書
類
は
、
生
涯
学
習
課
や
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
各
教
室
、
教
育
委
員
会

事
務
局
大
野
原
分
室
・
豊
浜
分
室
に

あ
り
ま
す
。

指
導
員
募
集
！

募
集
期
間

　

２
月
１８
日
（
月
）
〜
２９
日
（
金
）

　

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

　

１５
分

＊
土
・
日
曜
日
は
除
く
。

提
出
書
類　

履
歴
書

提
出
先　

生
涯
学
習
課

募
集
人
数　

２
人

必
要
条
件

　

小
学
校
・
幼
稚
園
教
諭
、
保

　

育
士
の
資
格
を
持
つ
人
ま
た

　

は
経
験
者

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

　

１
月
１３
日
（
日
）
観
音
寺
市
成
人
式
が
行
わ
れ
、
6
7
4

人
（
住
民
基
本
台
帳
記
載
人
数
）
が
新
成
人
と
し
て
新
し

い
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
歓

声
を
上
げ
た
り
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
友
人
と
抱
き
合
っ
て

喜
ん
だ
り
す
る
姿
が
、
至
る
所
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
で
は
「
自
分
の
行
動
に
自
覚
を
持
ち
ま
す
」

「
人
の
親
切
を
当
た
り
前
に
思
わ
ず
常
に
感
謝
し
、
自
分

も
人
に
優
し
く
で
き
る
人
に
な
り
た
い
」
な
ど
、
新
成
人

に
な
っ
て
の
決
意
や
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
月
１３
日
（
日
）
観
音
寺
市
成
人
式
が
行
わ
れ
、
6
7
4

人
（
住
民
基
本
台
帳
記
載
人
数
）
が
新
成
人
と
し
て
新
し

い
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
歓

声
を
上
げ
た
り
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
友
人
と
抱
き
合
っ
て

喜
ん
だ
り
す
る
姿
が
、
至
る
所
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
で
は
「
自
分
の
行
動
に
自
覚
を
持
ち
ま
す
」

「
人
の
親
切
を
当
た
り
前
に
思
わ
ず
常
に
感
謝
し
、
自
分

も
人
に
優
し
く
で
き
る
人
に
な
り
た
い
」
な
ど
、
新
成
人

に
な
っ
て
の
決
意
や
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

期
待
を
胸
に

最
近
ど
う
？

▲

ハ
イ
、
チ
ー
ズ
！

▲

久
し
ぶ
り

▲

恩
師
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

▲

元
気
だ
っ
た
！

▲

決
意
も
新
た
に

▲

成
人
の
仲
間
入
り

▲



　豊田地区には鶴沢池にまつわる民話があり、こ

れを豊田幼稚園で紙芝居に作り上げました。原町

の多賀久さんが原画を作成し、保護者が協力。ベ

ニヤ板張りの横1メートル、縦８０センチメートル

もある大作で、方言を交えた分かりやすい言葉が

使われたとても温かいものです。園の生活発表会

で人々の思いや願いが込められた紙芝居を披露。

園児たちは、保護者の穏やかな語りにたちまち民

話の世界に引き込まれ、大きな感動を得ているよ

うでした。　まちかど特派員　片山園美

急ぐときほど安全運転

　年末交通安全キャンペーンが、豊浜支所西交差

点で行われました。この日参加したのは観音寺市

交通安全母の会や豊浜婦人会の会員ら約４０人。

交通安全を呼び掛けるパンフレットと手作りのマ

スコットやきん着袋などをドライバー一人ひとり

の目を見て渡しました。「安全運転でお願いします。

気を付けて行ってらっしゃい」という元気な声に

スピードを出していた運転手も思わず顔をほころ

ばせ、緩やかに発進して行きました。

67

乗降の様子

思った以上の
落ち葉に驚き

　県立笠田高等学校一年生の生徒ら約１５０人が、

琴弾公園内の清掃や樹木の薬剤散布、除草などの

奉仕作業をしました。注意を受けた後、早速グル

ープごとに分れて作業を開始。北風の吹く中、松

林では、くま手で落ち葉を集めたり、袋詰めをし

たり。また、山側でも一生懸命に落ち葉をかき集

めたり、小枝を集めて束ねたりしていました。公

園は、２日間の作業で見違えるようにきれいにな

りました。ありがとうございました。

　総合運動公園で第１６回三観広域駅伝競走大会が

ありました。前日の雨で、足元が悪いのもものと

もせず、日ごろの練習の成果を存分に発揮。選手

たちは、運動公園内周回コース全８区間を走り抜

けました。なお、５６分５４秒で観音寺Ａが１位に

なったのを筆頭に、２位大野原Ａ、３位観音寺Ｂ

と上位入賞は観音寺市の独占でした。

寒風とともに
走り抜ける

　一ノ谷少年消防クラブの代表が夜回りをしまし

た。少年消防クラブは昭和２６年に結成され、児童

による年末の夜回りは毎年の恒例行事になってい

ます。児童らは「言葉は自分たちで考えた」「一生

懸命地区の人に伝わるように呼び掛けたい」と話

し、消防車に乗車。早速マイクを持ち「一ノ谷地

区から火災を出さないように気を付けましょう」

と呼び掛けていました。同乗した下川分団長は

「わたしが子どものころから続いている行事。子

どもたちの思いを無駄にしないためにも火災を出

さないようにしたい」と話していました。

少年消防クラブが夜回り

民話を大型紙芝居で
楽しむ

心待ちにしていた
発表会

▲みんなで頑張りました

▲交通事故ゼロの願いを込めて

　大野原幼稚園で発表会がありました。３歳児は

かわいいダンスを踊ったり、かっこよくポーズを

決めたり。４歳児は桃太郎や大きなかぶの劇を、

５歳児は地元大野原の民話「りきぞうさん」の劇

をしました。忍者やボクサーになりきって、勢い

よく走り出た子どもたちに客席の親たちは思わず

拍手をしたり、ステージに立った途端、せりふを

忘れた子どもに息をのんだり。一喜一憂しながら

元気いっぱいの子どもたちと一緒に発表会を楽し

みました。

　カナエ紙工（株）の三木宏忠社長と白川市長が山

田産業団地の土地売買契約を締結しました。カナ

エ紙工（株）は愛媛県四国中央市に本社があり、今

回新設する工場では形状記憶を利用したコーヒー

バッグを製造する予定です。この契約で分譲が完

了した山田産業団地は、県内外の企業17社が立地

しており、従業員の地元雇用が９割を占めていま

す。

山田産業団地が
分譲完了

スポーツを通じて交流
　市総合体育館で観音寺市消防団出初式が行われ、

消防団員ら約６５０人が参加しました。白川市長や

来賓らの激励や消防団長の訓辞に消防の重要性を

再認識。市民の生命や身体、財産を守るために火

災や災害のないまちづくりを進めるよう団結を誓

っていました。そのほか市長閲団や永年勤続者・

無火災分団などに対する表彰などもありました。

新たな決意

大型紙芝居▲

「帰ってきた鶴」

▲みんなで手分けして作業をしました

▲ 消防車に乗り込み、いざ出発

▲気持ちは一つ、チーム一丸となって走ります ▲ 固い握手が交わされました

　市内のスポーツ少年団がスポーツを通じて交流

をしようと市総合体育館でドッジボール大会を開

催しました。２１チーム約３００人が参加。ボールが

相手チームに当たるたびに「ウォー」という歓声

が上がり、上級生が下級生をかばったり、仲間に

ボールを投げ渡したり、ほほ笑ましい光景があち

こちで見られました。優勝したのは「常磐少年ソ

フトクラブA」と同じく「Ｂ」でした。

▲ きびきびとした行動で決意を表していました▲ 力いっぱいボールを投げていました
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「
か
わ
い
い
わ
ね
！
こ
の
お

花
長
く
咲
い
て
く
れ
て
、
ま
だ

ま
だ
き
れ
い
よ
」「
こ
れ
は
こ
こ

に
植
え
た
ら
ど
う
か
し
ら
」
こ

ん
な
話
を
し
な
が
ら
花
の
手
入

れ
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
の
は

平
成
１８
年
４
月
に
結
成
し
た
あ

じ
さ
い
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
。
毎

月
第
３
水
曜
日
、
大
野
原
商
工

会
議
所
横
の
花
壇
を
１６
人
の
会

員
で
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
花
壇
は
、
も
と
も
と
子

ど
も
会
が
管
理
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
だ
ん
だ
ん
子
ど
も
が
少

な
く
な
り
活
動
が
で
き
な
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
声
を

上
げ
た
の
が
、
代
表
者
の
寳
田

カ
ヅ
子
さ
ん
と
合
田
し
の
ぶ
さ

ん
。
ま
ち
を
花
で
美
し
く
明
る

く
し
た
い
と
声
を
掛
け
、
仲
間

の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

当
初
は
６０
歳
代
前
後
の
人
が
中

心
だ
っ
た
ク
ラ
ブ
も
、
今
は
ふ

れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の

一
環
と
し
て
、
高
齢
者
も
参
加
。

月
一
度
花
の
手
入
れ
を
し
な
が

ら
、
た
わ
い
も
な
い
話
を
し
、

世
代
間
交
流
、
生
き
が
い
と
仲

間
作
り
の
い
い
場
所
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
は
パ
ン
ジ
ー
や
な
で
し
こ

な
ど
が
通
り
を
行
き
交
う
人
々

の
心
を
な
ご
ま
せ
て

く
れ
て
い
ま
す
。
活

動
に
興
味
の
あ
る
人

は
、
寳
田
カ
ヅ
子
さ

ん
（
☎
５４
│

２
４
２

９
）
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

こんにちは
平成19年2月生まれ

矢 野 芭 留

こんにちはこんにちは

ちゃん

と　　　わは　　　る

父 晶三さん　母 恵理さん

（柞田町）

１歳おめでとう！！
お兄ちゃんと仲良く
元気いっぱいに育っ
てね！！

宮 武 叶 伎ちゃん

　満1歳の誕生月のお子さんを掲載して

います。応募締め切りは誕生月の前々月

の末日まで（例：4月号だと2月29日）

で、応募多数の場合は先着順になります。

両親からの
メッセージ

両親からの
メッセージ

父 守さん　母 香里さん

（大野原町青岡）

募集しています！！

い
つ
ま
で
も
現
役

飯
尾
サ
ヨ
子
さ
ん
（
豊
浜
町
和
田
）

お父さんもお母さん
もお兄ちゃんも、叶
伎が大好きです。い
つも笑顔で元気いっ
ぱいに育ってな！！

　

笑
顔
の
す
て
き
な
飯
尾
サ
ヨ

子
さ
ん
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を

愛
し
て
や
ま
な
い
活
動
的
な
女

性
。
大
正
４
年
生
ま
れ
で
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
暦
２８
年
。
年
４
回
ほ

ど
あ
る
地
区
大
会
で
常
に
上
位

に
入
賞
し
、
数
日
前
の
試
合
で

も
優
勝
。
部
屋
の
中
に
は
メ
ダ

ル
や
賞
状
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
活
力
源
と
い

う
飯
尾
さ
ん
に
は
勝
利
の
秘
け

つ
が
あ
り
ま
す
。
実
は
「
前
日

に
肉
を
食
べ
る
と
試
合
に
勝
て

る
」
と
い
う
ジ
ン
ク
ス
が
あ
り
、

昔
は
友
人
と
よ
く
カ
ツ
丼
を
食

べ
に
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

今
で
も
試
合
の
前
日
に

は
必
ず
肉
を
食
べ
、
気

力
満
々
で
体
調
も
万
全

に
整
え
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

「
暴
飲
暴
食
は
せ
ず

早
寝
早
起
き
」「
適
度
な

ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
か
く
」「
で
き

る
事
は
何
で
も
自
分
で
す
る
」

な
ど
昔
か
ら
体
に
良
い
と
い
わ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
全
部
実
践

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
当
然
、

掃
除
や
洗
濯
な
ど
も
自
分
で
す

る
し
、
と
に
か
く
よ
く
動
き
ま

す
。
肌
つ
や
の
良
さ
に
も
納
得

で
し
た
。
活
動
的
な
飯
尾
さ
ん

は
、
今
日
も
大
好
き
な
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
が
し
た
く
て
朝
か
ら
じ

っ
と
し
て
は
い
ら
れ
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

くう　　 と

空翔くんお誕生日おめで

とう。お姉ちゃんに負け

ずに元気いっぱいで笑顔

でみんなを幸せにしてく

れてありがとうね♡

小 山 空 翔ちゃん

両親からの
メッセージ

父 員利さん　母 かおりさん

（豊浜町和田浜）

観音寺市男女共同参画ネットワーク（仮称）

登録団体募集

企画課男女共同参画推進室　☎ 23－3917

男女共同参画

あ
じ
さ
い
ク
ラ
ブ

み

ん

な

の

輪

公園施設を大切に！

公 園 だ よ り

　最近、公園施設で窓ガラスの破損やペ

ンキのいたずら、ベンチや外灯の破損、

ゴールネットの切り裂きなど、目に余る

事件が相次いで発生しています。

　公園は市民の憩いの場、だれもがきれ

いな公園で散歩やスポーツを楽しみたい

はずです。みんなが気持ちよく利用でき

るように、公園の美しい環境づくりに協

力してください。

　

市
で
は
、「
だ
れ
も
が
自
分
ら

し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
」
の
実
現
を
目
指
し
、
観
音

寺
市
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
仮
称
）
設
立
の
準
備
を
し

て
い
ま
す
。

　

市
内
を
拠
点
に
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
し
て
い
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ

の
皆
さ
ん
、
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
に
一
緒
に
取
り
組
み

ま
せ
ん
か
。

　

登
録
団
体
に
は
、
相
互
交
流

の
ほ
か
、
啓
発
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

各
種
研
修
会
の
案
内
を
し
た
り

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
情
報

を
提
供
し
た
り
し
ま
す
。

【
対
象
】

　

団
体
・
グ
ル
ー
プ
（
５
人
以
上
）

*
会
則
や
会
員
名
簿
が
必
要
で
す
。

【
募
集
期
限
】

　

２
月
２２
日
（
金
）

*
期
間
終
了
後
も
、
随
時
受
け
付
け

　

ま
す
。

【
申
し
込
み
】

　

市
役
所
、
各
支
所
に
備
え
付

け
て
あ
る
用
紙
に
記
入
し
、
男

女
共
同
参
画
推
進
室
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

*
申
込
用
紙
は
、

　

市
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド

　

で
き
ま
す
。

都市整備課公園緑地係　☎23－3918
萩の丘公園事務所　　　☎54－2801

　
健
康
で
元
気
な
お
年
寄
り

を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

秘
書
課

☎
２
３
│

３
９
１
５



・
ご
み
処
理
と
三
観
広
域
に
つ

　

い
て

・
新
市
建
設
計
画
・
総
合
振
興

　

計
画
に
つ
い
て

●
自
治
消
防
と
自
主
防
災
に
つ

　

い
て

●
次
年
度
予
算
編
成
方
針
に
つ

　

い
て

●
競
輪
事
業
に
つ
い
て

・
福
祉
施
策
に
つ
い
て

・
中
部
中
学
校
校
舎
建
替
え
に

　

つ
い
て

・
財
政
に
つ
い
て

・
伊
吹
島
の
り
あ
い
自
動
車
と

　

乗
船
切
符
に
つ
い
て

・
中
小
企
業
対
策
に
つ
い
て

・
改
正
建
築
基
準
法
の
影
響
に

　

つ
い
て

●
ご
み
処
理
に
つ
い
て

●
Ｅ
Ｍ
菌
に
よ
る
環
境
浄
化
に

　

つ
い
て

・
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

・
補
聴
器
に
つ
い
て

・
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

・
平
成
２０
年
度
予
算
編
成
に
つ

　

い
て

・
来
年
産
米
の
生
産
目
標
に
つ

　

い
て

・
農
業
用
の
減
免
軽
油
に
つ
い
て

・
下
水
道
事
業
の
現
状
に
つ
い
て

●
ご
み
行
政
に
つ
い
て

・
斎
場
に
つ
い
て

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ

　

い
て

・
県
立
高
校
の
再
編
に
つ
い
て

・
学
校
で
の
い
じ
め
に
つ
い
て

・
観
光
行
政
に
つ
い
て

●
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ

　

い
て

・
中
部
中
学
校
建
設
に
つ
い
て

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

●
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

・
退
職
々
員
の
再
就
職
に
つ
い
て

・
各
種
団
体
等
か
ら
の
要
望
・

　

陳
情
書
に
つ
い
て

・
入
札
制
度
に
つ
い
て

●
資
源
ご
み
と
リ
サ
イ
ク
ル
に

　

つ
い
て

●
ご
み
問
題
全
般
に
つ
い
て

　

（
三
観
の
負
担
金
）

・
公
有
地
（
公
有
財
産
）
の
管

　

理
に
つ
い
て

・
条
例
と
規
則
（
健
康
交
流
施

　

設
「
お
お
の
は
ら
」
）
に
つ
い
て

・
自
治
会
等
の
補
助
金
に
つ
い
て

・
ご
み
減
量
化
に
つ
い
て

・
５
歳
児
健
診
の
推
進
に
つ
い
て

●
斎
場
建
設
に
つ
い
て

・
市
営
住
宅
の
現
状
と
環
境
に

　

つ
い
て

・
重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
費

　

の
有
料
化
に
つ
い
て

●
新
し
い
健
診
制
度
に
つ
い
て

・
小
中
学
校
の
授
業
時
間
数
の

　

確
保
に
つ
い
て

●
合
併
後
の
主
要
施
策
の
一
体

　

化
に
つ
い
て

●
障
害
者
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て

・
中
部
中
学
校
の
新
校
舎
建
設

　

に
つ
い
て

・
い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

・
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
に
つ

　

い
て

●
印
に
つ
い
て
は
、
質
問
と
答

　

弁
の
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
消
防
団
は
、
広
域
消
防

と
連
携
し
、
市
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
、
常
に
地
域
に

密
着
し
た
防
災
活
動
に
努
め
、

今
後
も
維
持
・
育
成
す
べ
き
組

織
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
老
朽
屯

所
の
建
て
替
え
や
ポ
ン
プ
車
の

更
新
な
ど
、
計
画
的
に
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
な
い
か
。

　

ま
た
、
本
市
の
自
主
防
災
組

織
の
組
織
率
が
県
平
均
よ
り
下

回
っ
て
お
り
、
地
区
に
よ
っ
て

組
織
率
に
差
が
あ
る
。
現
在
の

状
況
と
組
織
へ
の
今
後
の
指
導

や
支
援
の
具
体
策
を
伺
う
。

　

市
内
に
は
消
防
屯
所
が
２２
カ

所
あ
り
、
一
部
に
老
朽
化
が
著

し
い
屯
所
や
駐
車
場
が
狭
い
屯

所
も
あ
る
。
市
民
の
生
命
、
財

産
を
守
る
消
防
団
活
動
の
拠
点

と
し
て
財
政
面
な
ど
も
勘
案
し

な
が
ら
計
画
的
に
整
備
し
た
い
。

ま
た
、
消
防
ポ
ン
プ
車
の
中
に

は
２０
年
を
超
え
る
も
の
も
あ
る

の
で
、
計
画
的
に
更
新
し
て
機

能
強
化
を
図
り
た
い
。

　

旧
観
音
寺
市
地
域
に
は
、
４０

の
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
、

世
帯
数
に
占
め
る
割
合
は
２
６

・
６
４
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
早
急

な
組
織
率
の
増
加
に
努
め
て
い

る
。

　

今
年
度
、
新
た
に
旧
観
音
寺

３
、
旧
大
野
原
・
豊
浜
で
各
１

組
織
が
結
成
さ
れ
、
市
全
体
で

は
４
２
・
０
３
パ
ー
セ
ン
ト
に

な
っ
て
い
る
。

①
編
成
の
基
本
方
針
と
し
て
歳

出
圧
縮
の
徹
底
を
図
る
よ
う
だ

が
、
そ
の
根
拠
と
す
る
財
源
の

見
通
し
は
。

②
一
般
会
計
は
、
前
年
度
比
５

・
４
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
２
５
０

億
円
程
度
だ
が
、
そ
の
内
容
は
。

③
健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
に

は
、
自
主
財
源
の
確
保
が
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
こ
と
し
４
月
、

税
務
課
か
ら
納
税
課
を
分
割
新

設
し
、
収
納
率
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
現
在
ま
で
の

成
果
を
伺
う
。

　平成１９年第５回臨時会定例会が、

１０月２４日招集され、１日の会期で

開かれました。

　栄町の住居表示の実施に伴う条例

の一部改正議案２議案、自転車競技

法の一部改正に伴う条例の一部改正

議案１議案および斎場建設事業の工

事請負契約の締結に関する議案が３

議案提出されました。条例の一部改

正議案は３議案すべて原案のとおり

可決され、工事請負契約の３議案も

承認されました。

　平成１９年第６回定例会が、１２月

６日招集され、２１日までの１６日間

の会期で開かれました。

　白川市長から一般会計補正予算と

して、歳入歳出予算の総額から２億

１，４７０万２千円を減額し、予算の総

額を歳入歳出それぞれ２４０億９，７９

８万１千円とすることなど２６議案

が提出され、議案の提案理由の説明

がありました。

　１１・１２日の２日間、各会派・党の

代表質問と個人質問が行われ、市当

局の考えをただしました。議案は総

務・建設経済・文教民生の各常任委

員会にそれぞれ付託され、１３日から

１７日にかけておよび２１日に各常任

委員会を開催し、慎重に議案などの

審議を行いました。最終日の２１日、

各常任委員会の委員長から付託され

た議案などの審議結果の報告があり

採決の結果、すべての市長提出議案

を原案のとおり可決・同意しました。

また、請願１件を継続審査としまし

た。審議結果は、１３ページ「審議した

議案等とその結果」のとおりです。

秋
山
忠
敏
議
長
・

佐
伯
芳
信
副
議
長
を
選
出

政
新
ク
ラ
ブ

大

矢

一

夫
（
政
新
ク
ラ
ブ
）

大

平

直

昭
（
政
新
ク
ラ
ブ
）

石

山

秀

和
（
公
明
党
）

岡

田

正

　
（
政
新
ク
ラ
ブ
）

津

田

泰

男
（
日
本
共
産
党
）

井

上

浩

司
（
政
新
ク
ラ
ブ
）

大

賀

正

三
（
政
新
ク
ラ
ブ
）

黒
川
健
太
郎
（
政
新
ク
ラ
ブ
）

大
久
保
　
敏
（
政
新
ク
ラ
ブ
）

原
　
俊
　
博
（
新
政
ク
ラ
ブ
）

藤

田

芳

種
（
新
政
ク
ラ
ブ
）

一

般

質

問

項

目

代
　
表
　
質
　
問

個
　
人
　
質
　
問

自
治
消
防
と

　

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

質
問

１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

市
議
会
だ
よ
り

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

１０月臨時会 
工事請負契約など原案可決

～ 主な内容 ～

１２月定例会で次のとおり委員
の推薦に同意しました

○監査委員

　黒川健太郎（６３歳）　観音寺町

○教育委員

　大西　孝典（６４歳）　豊浜町

○公平委員会

　黒田　哲生（７２歳）　観音寺町

○人権擁護委員

　中野　　司（６７歳）　吉岡町

　吉田千恵子（６３歳）　八幡町

　横田　安男（６０歳）　観音寺町

　小山　利幸（６０歳）　新田町

〈敬称略〉

２４日招集・会期1日７日招集・会期１６日間

１２月定例会 一般会計
補正予算など原案可決

～ 主な内容 ～

と

質

答 弁

問

　

観
音
寺
市
は
、
合
併
後
３
年
目
を

迎
え
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
通
じ

て
全
市
一
体
化
の
醸
成
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
し
て
厳
し
い
財
政
事
情
で

は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
発
展
と
市

民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
議
会
と
し
て
も
地
域
住
民
を
代

表
す
る
議
会
の
役
割
と
責
任
は
飛
躍

的
に
高
ま
り
、
ま
た
、
議
会
を
取
り

巻
く
環
境
も
大
き
な
変
化
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
す
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
要
望
を
行
政
に
反
映
さ

せ
る
努
力
を
し
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
議
会
の
機
能
強
化
と

活
性
化
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

答
弁
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①
市
税
は
法
人
税
を
中
心
に
伸

び
が
見
込
め
な
い
状
況
。
ま
た
、

地
方
交
付
税
も
全
体
で
４
・
２

パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
で
、
厳
し

い
状
況
が
見
込
ま
れ
る
。
歳
出

で
は
、
公
債
費
や
扶
助
費
な
ど

義
務
的
経
費
の
増
加
、
さ
ら
に

斎
場
建
設
や
学
校
施
設
の
改
築

な
ど
大
型
事
業
に
よ
る
財
政
需

要
は
増
大
す
る
。
予
測
で
は
、

今
後
毎
年
１０
億
円
を
超
え
る
財

源
不
足
が
見
込
ま
れ
る
。

②
歳
入
で
は
、
市
税
が
０.５
パ
ー

セ
ン
ト
減
の
８
８
億
２
、３
０
０

万
円
、
普
通
交
付
税
は
４０
億
円
、

特
別
通
交
付
税
は
４
億
８
、０
０

０
万
円
の
見
込
み
。
ま
た
、
競

輪
事
業
か
ら
の
収
益
事
業
収
入

は
５
年
連
続
ゼ
ロ
を
見
込
ん
で

い
る
。
歳
出
で
は
、
経
常
経
費

が
一
般
財
源
ベ
ー
ス
で
平
成
１９

年
の
８５
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
、
投

資
的
経
費
は
、
８０
パ
ー
セ
ン
ト

以
内
と
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ

の
設
定
で
歳
出
圧
縮
の
徹
底
を

図
る
。

③
滞
納
者
を
分
析
し
、
財
産
調

査
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の
処
分

を
行
っ
た
。
徴
収
状
況
は
、
１１

月
末
で
滞
納
繰
越
分
の
う
ち
、

個
人
市
民
税
で
平
成
１９
年
度
収

納
率
２
０
・
４
２
パ
ー
セ
ン
ト
、

平
成
１８
年
度
は
１
１
・
５
７
パ

ー
セ
ン
ト
で
８
・
８
５
ポ
イ
ン

ト
、
１
、５
６
０
万
円
の
増
で
あ

る
。
悪
質
な
滞
納
者
に
は
毅
然

（
き
ぜ
ん
）
と
し
た
態
度
で
対

応
し
、
税
行
政
に
対
す
る
信
頼

を
得
る
た
め
力
を
注
ぐ
。

　

事
業
収
支
の
悪
化
で
、
こ
の

状
態
が
続
け
ば
事
業
の
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
る
。
存
続
に
は
収
支

の
改
善
と
事
業
の
活
性
化
が
不

可
欠
と
思
う
。
先
般
、
収
支
改

善
計
画
を
国
が
承
認
し
た
と
の

報
告
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
容

を
伺
う
。
ま
た
、
計
画
は
時
限

対
策
と
聞
い
て
い
る
が
、
計
画

期
間
終
了
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

　

収
支
改
善
計
画
は
、
平
成
１９

年
度
か
ら
平
成
２３
年
度
の
５
カ

年
計
画
で
、
さ
ら
な
る
削
減
と

売
上
確
保
に
努
力
し
、
本
場
開

催
日
数
の
削
減
と
日
本
自
転
車

振
興
会
交
付
金
の
一
部
延
納
特

例
措
置
に
よ
り
収
益
を
確
保
し
、

累
積
赤
字
、
市
債
・
機
器
リ
ー

ス
料
な
ど
す
べ
て
の
債
務
の
解

消
を
図
る
。

　

計
画
期
間
終
了
後
の
見
通
し

は
、
本
場
開
催
日
数
の
増
加
で

５８
日
に
な
り
、
交
付
金
延
納
分

を
１０
年
分
割
で
支
払
う
こ
と
な

ど
で
単
年
度
黒
字
を
達
成
す
る

見
込
み
。
し
か
し
、
車
券
売
り

上
げ
は
依
然
と
し
て
減
少
し
て

お
り
、
今
後
、
活
性
化
プ
ラ
ン

の
効
果
が
出
て
も
厳
し
い
状
況

が
続
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

ご
み
処
理
を
、
民
間
委
託
す

る
と
決
定
し
て
か
ら
３
カ
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ

の
後
の
進
ち
ょ
く
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

　

ご
み
収
集
後
の
積
み
替
え
場

所
を
瀬
戸
町
下
水
道
処
理
場
敷

地
内
で
検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

瀬
戸
町
自
治
会
の
同
意
が
得
ら

れ
た
。
よ
っ
て
、
都
市
・
地
域

整
備
局
所
管
国
庫
補
助
事
業
で

取
得
し
た
財
産
の
一
時
使
用
す

る
承
認
を
国
土
交
通
省
四
国
整

備
局
か
ら
受
け
た
。
現
在
、
積

み
替
え
施
設
建
設
に
着
手
し
て

い
る
。

　

Ｅ
Ｍ
菌
の
活
用
や
製
造
の
た

め
豊
浜
町
婦
人
会
や
大
野
原
町

衛
生
組
合
に
、
毎
年
、
補
助
金

が
交
付
さ
れ
て
い
る
。

　

旧
観
音
寺
市
議
会
で
３
年
前
、

Ｅ
Ｍ
菌
の
活
用
を
取
り
上
げ
、

当
時
の
市
長
か
ら
も
「
全
市
的

に
取
り
組
み
た
い
」
と
い
う
答

弁
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

旧
観
音
寺
市
で
は
個
人
的
に

Ｅ
Ｍ
菌
に
取
り
組
ん
で
い
る
方

は
い
る
が
、
婦
人
会
な
ど
の
団

体
で
活
動
す
る
組
織
が
な
い
た

め
、
全
体
で
取
り
組
め
て
い
な

い
。
旧
市
で
は
、
Ｅ
Ｍ
菌
活
用

に
対
す
る
取
り
組
み
が
、
や
っ

と
「
点
か
ら
線
」
に
な
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
、
進
ち
ょ
く
状
況

を
考
慮
し
な
が
ら
補
助
金
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
。
今
後
、

Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
活
用
に
よ
る
ご
み

の
減
量
化
は
、
モ
デ
ル
実
施
事

業
を
検
討
し
て
い
く
。

　

ご
み
問
題
は
、
各
自
治
体
が

共
通
し
て
抱
え
て
い
る
大
き
な

問
題
で
あ
る
。

　

今
、
ご
み
問
題
全
体
が
ど
う

い
う
現
状
で
、
ど
う
取
り
組
ん

で
い
っ
た
ら
い
い
の
か
、
ま
た
、

市
民
と
と
も
に
ど
う
行
動
し
て

問
題
を
打
開
し
て
い
く
の
か
。

次
の
事
項
を
質
問
し
た
。

①
ご
み
の
分
別
収
集

②
台
所
ご
み
（
生
ご
み
）
の
減

量
化

③
資
源
化
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

④
ご
み
処
理
に
係
る
経
費
の
削

減
方
法
（
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
作
成
）

　

ご
み
問
題
は
市
民
に
対
し
、

分
か
り
や
す
い
周
知
と
協
力
依

頼
が
必
要
で
あ
る
。

①
合
併
前
か
ら
の
分
別
収
集
は

本
年
４
月
よ
り
統
一
。

②
生
ご
み
の
減
量
化
対
策
と
し

て
、
生
ご
み
処
理
機
購
入
に
対

し
て
助
成
を
し
て
い
る
。

③
資
源
化
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が

行
う
廃
品
回
収
な
ど
で
ご
み
の

減
量
化
に
大
い
に
貢
献
し
て
い

る
。

④
分
別
収
集
や
リ
サ
イ
ク
ル
を

推
進
し
、
ご
み
の
減
量
化
を
図

る
こ
と
で
ご
み
処
理
経
費
削
減

に
つ
な
が
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

「
７５
歳
以
上
の
人
を
ほ
か
の
世

代
か
ら
切
り
離
し
、
際
限
の
な

い
負
担
増
と
差
別
医
療
を
押
し

付
け
る
制
度
」
と
指
摘
し
、
そ

の
改
善
を
求
め
た
。
特
に
、
月

額
１
万
５
千
円
未
満
の
年
金
で

保
険
料
が
普
通
徴
収
さ
れ
る
高

齢
者
が
、
保
険
料
を
滞
納
し
た

場
合
、
被
保
険
者
証
を
取
り
上

げ
ら
れ
る
が
、
滞
納
を
理
由
に

機
械
的
に
被
保
険
者
証
を
取
り

上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
市
の
対
応
を
伺
う
。

　

保
険
料
の
分
納
、
納
付
猶
予

お
よ
び
減
免
制
度
は
、
世
帯
主

が
災
害
で
著
し
い
損
害
を
受
け

た
こ
と
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
者

に
対
し
、
保
険
料
の
徴
収
を
６

カ
月
以
内
で
徴
収
猶
予
や
減
免

で
き
る
。
被
保
険
者
証
は
、
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

対
応
し
て
い
く
よ
う
求
め
て
い

く
。

①
平
成
７
年
に
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
が
制
定
さ
れ
、
市
と

し
て
「
分
別
収
集
計
画
」
策
定

の
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

取
り
組
み
状
況
は
。

②
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
前
に
、

減
量
化
に
向
け
て
排
出
抑
制
を

市
民
に
求
め
る
た
め
の
取
り
組

み
が
重
要
。
そ
れ
に
向
け
て
の

姿
勢
は
。

③
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
（
平
成

１３
年
施
行
）
で
、
エ
ア
コ
ン
な

ど
４
種
類
の
電
気
製
品
は
、
自

治
体
の
責
任
か
ら
、
料
金
を
払

い
製
造
業
者
が
処
理
の
責
任
を

持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結

果
、
不
法
投
棄
な
ど
の
状
況
が

出
て
い
な
い
か
。

①
平
成
１７
年
か
ら
平
成
２２
年
ま

で
は
、
１
市
２
町
そ
れ
ぞ
れ
の

「
分
別
収
集
計
画
」
に
基
づ
き
、

収
集
を
行
っ
て
い
る
。
で
き
る

だ
け
早
急
に
新
し
い
市
と
し
て

の
計
画
を
作
り
上
げ
る
予
定
。

②
現
在
の
資
源
ご
み
回
収
か
ら

さ
ら
に
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る

た
め
、
環
境
衛
生
組
合
や
広
報

紙
な
ど
を
通
じ
、
排
出
抑
制
を

お
願
い
す
る
。

③
年
に
数
件
の
家
電
不
法
投
棄

が
発
生
し
て
い
る
。
市
民
の
皆

さ
ん
に
、
さ
ら
に
協
力
を
求
め

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
い
、
早

期
回
収
に
努
め
る
。

　

本
市
で
、
指
定
管
理
者
制
度

の
対
象
と
な
る
施
設
の
洗
い
出

し
を
実
施
し
た
の
か
。
し
た
の

で
あ
れ
ば
そ
の
内
容
と
指
定
管

理
者
制
度
へ
の
移
行
を
伺
う
。

行
財
政
改
革
を
行
う
た
め
に
も

民
間
で
で
き
る
も
の
は
民
間
で

と
い
う
考
え
で
、
指
定
管
理
者

制
度
だ
け
で
な
く
、
民
間
委
託

も
含
め
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　

平
成
１８
年
４
月
に
、
本
庁
舎
、

支
所
庁
舎
、
体
育
館
お
よ
び
公

園
な
ど
２
４
０
余
り
の
す
べ
て

の
施
設
に
つ
い
て
利
用
状
況
調

査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
検
討

・
推
進
し
て
い
く
施
設
は
、
本

市
の
行
政
改
革
推
進
の
指
標
と

し
て
集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
示
し

て
い
る
。

　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

て
い
る
の
は
、
花
稲
研
修
セ
ン

タ
ー
、
有
木
営
農
飲
雑
用
水
施

設
お
よ
び
豊
浜
総
合
体
育
館
の

３
施
設
で
あ
る
。
ま
た
、
健
康

交
流
施
設
「
お
お
の
は
ら
」（
萩

の
湯
）
は
、
公
募
で
こ
の
制
度

の
導
入
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら

に
道
の
駅
「
と
よ
は
ま
」
な
ど

こ
の
制
度
に
適
す
る
施
設
、
民

間
委
託
が
可
能
な
施
設
や
業
務

お
よ
び
直
営
の
方
が
良
い
施
設

な
ど
、
そ
の
実
情
に
合
わ
せ
た

改
革
を
考
え
て
い
る
。

　

民
間
委
託
を
検
討
・
推
進
す

る
も
の
は
、
一
般
ご
み
収
集
業

務
、
学
校
給
食
調
理
業
務
、
下

水
処
理
場
、
し
尿
処
理
場
お
よ

び
都
市
公
園
の
管
理
な
ど
が
あ

る
。
今
後
も
経
費
の
削
減
に
努

め
、
よ
り
積
極
的
な
行
財
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

平
成
２０
年
度
か
ら
市
の
ご
み

焼
却
事
業
が
民
間
業
者
に
委
託

さ
れ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
ご
み

の
減
量
化
を
推
進
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
市
民
一
人
ひ
と
り

の
意
識
の
向
上
と
自
治
会
の
協

力
な
く
し
て
成
功
し
な
い
と
思

う
。
現
在
、
自
治
会
を
中
心
に

廃
品
回
収
を
実
施
し
て
い
る
が
、

そ
の
収
益
金
を
自
治
会
に
還
元

し
て
は
ど
う
か
。

①
廃
品
回
収
の
収
益
金
と
そ
の

使
途
は
。

②
収
益
金
を
自
治
会
に
還
元
す

る
こ
と
に
問
題
は
な
い
か
。

　

平
成
２０
年
度
の
資
源
ご
み
の

売
払
収
入
は
、
金
属
、
新
聞
、

段
ボ
ー
ル
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
お

よ
び
缶
な
ど
で
合
計
４
４
２
万

３
、１
１
３
円
を
雑
入
で
受
け
入

れ
、
ご
み
行
政
の
事
業
に
財
源

充
当
し
て
い
る
。

　

自
治
会
や
老
人
会
な
ど
の
団

体
が
自
主
的
に
回
収
し
、
そ
の

収
益
を
団
体
の
活
動
費
用
に
充

て
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
。

資
源
回
収
を
自
主
的
に
す
る
こ

と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
リ
サ

イ
ク
ル
と
ご
み
の
減
量
化
と
い

う
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
場
に

な
る
。

　

広
域
行
政
組
合
か
ら
脱
退
を

し
て
、
市
単
独
で
ご
み
処
理
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
可
燃
ご

み
は
ト
ン
当
た
り
２
万
３
千
円
、

不
燃
ご
み
は
ト
ン
当
た
り
１
万

５
千
円
だ
が
、（
そ
れ
ぞ
れ
１
千

円
の
環
境
保
全
協
力
金
が
上
乗

せ
さ
れ
る
）
次
の
３
点
を
伺
う
。

①
広
域
行
政
組
合
の
来
年
度
の

負
担
金
は
ど
の
程
度
減
る
の
か
。

完
全
に
脱
退
す
る
の
か
、
今
後

の
広
域
行
政
の
在
り
方
を
問
う
。

②
奥
谷
地
区
に
は
精
神
的
負
担

を
か
け
た
が
、
ど
の
部
分
ま
で

縮
小
す
る
の
か
、
残
る
の
か
。

③
今
議
会
は
Ｅ
Ｍ
議
会
と
も
い

え
る
が
、
ご
み
減
量
の
決
定
打

と
も
さ
れ
る
Ｅ
Ｍ
菌
の
活
用
は
。

　

現
在
の
ご
み
処
理
機
購
入
費

用
の
補
助
金
は
、
平
成
１７
年
で

１
４
９
万
円
（
８４
機
分
）
平
成

１８
年
で
１
５
８
万
円
だ
っ
た
。

Ｅ
Ｍ
菌
の
バ
ケ
ツ
１
杯
分
は
３

千
円
だ
が
、
こ
の
約
半
分
を
補

助
し
な
い
か
。

１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

市
議
会
だ
よ
り

１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

市
議
会
だ
よ
り

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

競
輪
事
業
に
つ
い
て

質
問

ご
み
処
理
に
つ
い
て

ご
み
行
政
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

Ｅ
Ｍ
菌
に
よ
る
環
境
浄
化
に
つ
い
て

質
問

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

質
問

公
明
党安

藤

忠

明

社
会
民
主
党

篠

原

重

寿

日
本
共
産
党

安

藤

清

高

個
人
質
問

大

矢

一

夫

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

藤

田

芳

種

ご
み
問
題
全
般
に
つ
い
て

原

　

俊

　
博

資
源
ご
み
と
リ
サ
イ
ク
ル
に

つ
い
て
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１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

市
議
会
だ
よ
り

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

①
単
年
度
で
は
分
か
ら
な
い
。

５
年
間
で
計
算
を
す
る
し
か
な

い
。
民
間
委
託
す
る
の
で
山
本

町
に
は
一
切
持
っ
て
行
か
な
い
。

②
心
労
を
掛
け
た
こ
と
を
お
詫

び
す
る
。
今
後
は
、
迷
惑
施
設

が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
前

提
に
地
元
と
協
議
を
す
る
。

③
い
い
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い

た
だ
い
た
。
ご
み
対
策
を
平
成

２０
年
の
最
大
の
政
策
に
す
る
。

年
間
１
万
５
千
ト
ン
の
生
ご
み

が
半
分
に
な
り
、
経
費
削
減
に

な
れ
ば
自
治
会
に
還
元
す
る
。

　

地
権
者
の
粟
井
、
紀
伊
地
区

お
よ
び
竹
成
、
常
次
、
丸
井
地

区
の
皆
さ
ん
の
苦
渋
の
決
断
と

協
力
に
感
謝
し
て
い
る
。
本
体

工
事
も
着
手
に
な
っ
た
今
、
次

の
事
を
伺
う
。

①
斎
場
内
の
施
設
整
備
の
概
要

は
。

②
稼
動
後
の
管
理
運
営
は
。

③
関
連
工
事
の
進
ち
ょ
く
状
況

お
よ
び
分
散
型
の
道
路
整
備
は
。

①
火
葬
炉
は
一
般
炉
６
基
、
動

物
炉
１
基
、
待
合
個
室
４
室
、

待
合
ホ
ー
ル
、
告
別
室
２
室
、

収
骨
室
２
室
お
よ
び
霊
安
室
を

設
け
て
あ
る
。
ま
た
、
７０
人
収

容
の
告
別
式
場
２
室
、
遺
族
控

室
２
室
な
ど
を
設
け
て
い
る
。

②
市
の
直
営
で
部
分
的
に
委
託

す
る
か
、
指
定
管
理
者
制
度
に

よ
る
民
間
委
託
か
は
検
討
中
。

③
周
辺
対
策
事
業
は
、
粟
井
地

区
お
よ
び
塩
塚
地
区
で
行
い
順

調
に
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
関

連
道
路
は
、
国
庫
補
助
事
業
で
、

遅
れ
も
あ
る
が
鋭
意
努
力
し
て

進
め
て
い
く
。

　

平
成
２０
年
度
か
ら
、
国
民
健

康
保
険
を
含
む
各
医
療
保
険
者

の
４０
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
の
被
保

険
者
を
対
象
に
、
医
療
費
適
正

化
計
画
が
導
入
さ
れ
る
。

　

受
診
率
に
よ
っ
て
支
援
金
が

調
整
さ
れ
る
な
ど
、
自
治
体
の

取
り
組
み
に
よ
っ
て
違
い
が
出

て
く
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
医
療
費
適
正

化
の
方
策
で
医
療
分
野
が
重
視

さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
改
正

で
は
、
保
健
（
予
防
）
分
野
が

重
視
さ
れ
「
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
」
の
義
務
化
と
い
う

強
制
力
を
持
っ
た
仕
組
み
が
導

入
さ
れ
る
。

　

受
診
者
の
健
診
結
果
で
「
情

報
提
供
・
動
機
づ
け
支
援
・
積

極
的
支
援
」
の
３
段
階
の
保
健

指
導
が
行
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
特
定
健
診
お
よ
び

特
定
保
健
指
導
を
年
次
ご
と
に

目
標
を
立
て
、
特
定
健
康
審
査

等
実
施
計
画
書
を
現
在
作
成
中

で
あ
る
。

　

市
民
皆
さ
ん
へ
の
周
知
は
、

全
戸
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
公

共
機
関
窓
口
に
啓
発
チ
ラ
シ
を

配
布
す
る
。

　

な
お
、
健
診
方
法
は
、
医
療

機
関
で
受
診
す
る
個
別
健
診
期

間
を
従
来
の
倍
の
５
カ
月
で
計

画
し
て
い
る
。

　

新
市
に
な
っ
て
満
２
年
に
な

る
が
、
合
併
時
に
あ
っ
た
旧
市

町
間
の
温
度
差
解
消
の
た
め
、

主
要
施
策
の
一
体
化
は
、
ど
の

よ
う
に
進
展
し
て
い
る
の
か
伺

う
。

①
自
治
会
の
補
助
金
は
。

②
ご
み
処
理
は
。

③
公
民
館
活
動
は
。

①
合
併
前
、
旧
市
町
間
で
相
当

な
差
異
が
あ
り
、
統
一
化
の
調

整
を
図
る
こ
と
が
課
題
で
あ
っ

た
。
合
併
後
、
自
治
会
連
合
会

で
再
々
協
議
を
重
ね
て
き
た
が
、

組
織
や
活
動
内
容
が
異
な
り
急

激
な
補
助
金
削
減
は
困
難
。
今

後
も
連
合
会
で
協
議
す
る
。

②
旧
大
野
原
町
で
は
、
可
燃
ご

み
袋
の
指
定
で
有
料
化
し
て
い

た
が
、
合
併
後
も
統
一
が
図
ら

れ
て
い
な
い
。
今
後
、
ご
み
の

減
量
化
と
合
わ
せ
て
統
一
を
検

討
す
る
。

③
人
件
費
を
含
ん
だ
平
成
１９
年

度
公
民
館
の
当
初
予
算
は
、
旧

観
音
寺
市
は
１２
施
設
を
有
し
、

１
億
１
、９
６
８
万
円
、
旧
大
野

原
町
は
、
１
、６
８
７
万
円
、
旧

豊
浜
町
は
、
１
、３
５
７
万
円
で

あ
る
。
ま
た
、
平
成
１８
年
度
の

施
設
の
利
用
状
況
は
、
旧
観
音

寺
市
７
、５
０
３
回
、
旧
大
野
原

町
５
４
３
回
、
旧
豊
浜
町
２
６

９
回
で
あ
る
。
公
民
館
の
使
用

目
的
は
社
会
教
育
に
沿
う
も
の

で
、
使
用
形
態
や
料
金
も
合
併

前
後
で
変
更
は
な
い
。

　

１２
月
は
障
害
者
週
間
で
あ
る
。

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
な
ど
に

関
す
る
法
律
が
平
成
１７
年
に
改

正
さ
れ
、
就
業
機
会
の
拡
大
を

通
じ
て
障
害
者
の
職
業
的
自
立

を
図
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
。

①
市
役
所
が
障
害
者
を
何
人
採

用
し
て
い
る
か
伺
う
。
法
律
で

は
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体

の
義
務
は
法
定
雇
用
率
が
２
・

１
パ
ー
セ
ン
ト
と
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、
達
成
さ
れ
て
い
る
の

か
。

②
障
害
者
が
就
業
を
希
望
し
て

い
な
が
ら
職
に
つ
け
な
い
人
が

市
に
相
談
に
来
て
い
る
が
、
支

援
の
状
況
お
よ
び
ほ
か
の
機
関

と
の
連
携
を
伺
う
。

①
市
職
員
の
障
害
者
雇
用
数
は

平
成
１９
年
６
月
１
日
現
在
で
１０

人
、
雇
用
率
は
２
パ
ー
セ
ン
ト

で
雇
用
す
べ
き
障
害
者
数
は
不

足
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
新
年

度
の
職
員
採
用
で
、
障
害
者
を

１
人
採
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

②
就
労
の
現
状
は
、
昨
年
、
福

祉
施
設
か
ら
３
人
の
方
が
一
般

就
労
に
移
行
し
た
。
今
後
も
三

豊
市
と
と
も
に
運
営
す
る
自
立

支
援
運
営
協
議
会
で
就
労
に
関

す
る
就
労
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
、
障
害
者
の
就
労
支

援
に
努
め
て
い
き
た
い
。

審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果

原案可決

〃

〃

同意（反対２名）

同　意

〃

原案可決

原案可決（反対１名)

原案可決

〃

〃

〃

〃

同　意

〃

〃

原案可決

〃

原案可決（反対２名)

原案可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

同　意

〃

原案可決（反対２名)

継続審査

継続審査（反対３名)

※市長提出議案

観音寺市火葬場条例の一部改正について

観音寺市自転車競走実施条例の一部改正について

観音寺市水道事業の設置等に関する条例の一部改正について

工事請負契約の締結について（斎場建設事業建築主体工事）

工事請負契約の締結について（斎場建設事業機械設備工事）

工事請負契約の締結について（斎場建設事業電気設備工事）

※市長提出議案

観音寺市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

観音寺市職員の給与に関する条例の一部改正について

観音寺市営住宅条例の一部改正について

観音寺市公園条例の一部改正について

観音寺市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正について

観音寺市放課後児童クラブ条例の一部改正について

観音寺市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正について

教育委員会委員の任命について

公平委員会委員の選任について

人権擁護委員の候補者の推薦について

字の区域の変更について

市道路線の認定及び変更について

平成１９年度観音寺市一般会計補正予算（第４号）

平成１９年度観音寺市競輪事業特別会計補正予算（第３号）

平成１９年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

平成１９年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計補正予算（第１号）

平成１９年度観音寺市老人保健事業特別会計補正予算（第１号）

平成１９年度観音寺市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

平成１９年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計補正予算（第１号）

平成１９年度観音寺市航路事業特別会計補正予算（第２号）

平成１９年度観音寺市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

平成１９年度観音寺市健康交流施設「おおのはら」管理運営事業特別会計補正予算（第１号）

平成１９年度観音寺市水道事業会計補正予算（第１号）

財産の処分について

監査委員の選任について

平成１９年度観音寺市一般会計補正予算（第５号）

※請願・陳情

品目横断的経営安定対策の見直しと、多様な担い手の育成を求める請願

後期高齢者医療制度の抜本的見直しを求める意見書の提出を求める請願

議　　　　案　　　　名

１０月臨時会

１２月定例会

審議結果

議　　　　案　　　　名 審議結果

市
議
会
だ
よ
り

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問
食
育
の
推
進
に
つ
い
て

質
問

三
豊
総
合
病
院
の
負
担
割
合
・

三
観
衛
生
組
合
し
尿
処
理
場
に
つ
い
て

社
会
民
主
党

新
し
い
健
診
制
度
に
つ
い
て

質
問

井

上

浩

司

合
併
後
の
主
要
施
策
の

一
体
化
に
つ
い
て

質
問

大

賀

正

三

障
害
者
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て

質
問

黒

川

健

太

郎

質
問

岡

田

正

　

斎
場
建
設
に
つ
い
て

議会だより編集委員会
皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

委　員　長

副委員 長

委　　　員

大　平　直　昭

井　上　浩　司

高　橋　照　雄

◆

◆

◆

委　　　員

　　〃

　　〃

津　田　泰　男

篠　原　重　寿

大　矢　一　夫

◆

◆

◆

平成２０年 第１回観音寺市議会定例会は３月の予定です。本会議はだれでも傍聴できます。
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税
制
改
正
で
申
告
者
が
増
え
、

会
場
で
の
待
ち
時
間
が
長
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
な
受

け
付
け
を
す
る
た
め
、
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

＊
申
告
の
詳
し
い
内
容
は
、
広
報
か

　

ん
お
ん
じ
１
月
号
に
記
載
。

☆
事
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得

　

な
ど
、
収
支
計
算
（
売
上
か

　

ら
必
要
経
費
を
差
し
引
き
、

　

所
得
を
算
出
）
が
必
要
な
人

　

は
事
前
に
収
支
内
訳
書
を
完

　

成
さ
せ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

☆
医
療
費
控
除
や
雑
損
控
除
の

　

適
用
を
受
け
る
人
は
、
事
前

　

に
控
除
適
用
額
を
計
算
し
て

　

来
て
く
だ
さ
い
。

☆
自
分
で
収
支
の
計
算
や
医
療

　

費
控
除
な
ど
の
計
算
が
困
難

　

な
人
は
、
事
前
に
税
務
署
・

　

市
税
務
課
・
税
理
士
に
相
談

　

し
て
く
だ
さ
い
。

主
な
改
正
内
容

１
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

　

除
の
創
設

　

市
・
県
民
税
の
住
宅
借
入
金

等
特
別
税
額
控
除
の
適
用
を
受

け
る
に
は
、
毎
年
申
請
が
必
要

で
す
。

　

平
成
１９
年
分
の
所
得
税
で
次

の
条
件
を
満
た
す
人
は
、
平
成

２０
年
３
月
１７
日
ま
で
に
平
成
２０

年
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地
の

市
税
務
課
へ
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
申
告
書
（
市
税
務

課
・
税
務
署
の
窓
口
に
あ
り
ま

す
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
　

平
成
１１
年
１
月
１
日
か
ら

　

平
成
１８
年
１２
月
３１
日
ま
で
に

　

入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅
借

　

入
金
等
特
別
控
除
の
適
用
を

　

受
け
、
次
の　

ま
た
は　

の

　

条
件
を
満
た
す
人

　
　

税
源
移
譲
に
伴
う
所
得
税

　
　

の
減
少
で
、
所
得
税
の
住

　
　

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
額

　
　

が
所
得
税
よ
り
大
き
く
な

　
　

り
、
所
得
税
か
ら
控
除
し

　
　

き
れ
な
い
住
宅
借
入
金
等

　
　

特
別
控
除
額
が
あ
る

　
　

所
得
税
の
住
宅
借
入
金
等

　
　

特
別
控
除
額
が
所
得
税
よ

　
　

り
大
き
く
、
税
源
移
譲
前

　
　

で
も
控
除
し
き
れ
な
か
っ

　
　

た
が
、
税
源
移
譲
後
に
よ

　
　

り
控
除
し
き
れ
な
い
額
が

　
　

増
大
し
た

提
出
方
法

　

○
給
与
収
入
だ
け
で
確
定
申

　
　

告
書
を
税
務
署
に
提
出
し

　
　

な
い
人
＝
源
泉
徴
収
票
を

　
　

添
付
し
て
市
税
務
課
へ

　

○
確
定
申
告
書
を
税
務
署
へ

　
　

提
出
す
る
人
＝
所
得
税
の

　
　

確
定
申
告
書
と
と
も
に
税

　
　

務
署
へ
（
税
務
署
か
ら
市

　
　

税
務
課
へ
提
出
） 

２
地
震
保
険
料
控
除
の
創
設
・

　

損
害
保
険
料
控
除
の
廃
止

　

地
震
の
備
え
に
対
す
る
自
助

努
力
を
支
援
し
、
地
震
保
険
へ

の
加
入
を
促
進
す
る
た
め
、
平

成
２０
年
度
市
・
県
民
税
に
地
震

保
険
料
控
除
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
従
来
の
損
害

保
険
料
控
除
（
短
期
・
長
期
と

も
）
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。（
注
１
）

地
震
保
険
料
控
除
額
の
計
算
式

　

支
払
っ
た
地
震
保
険
料
×
１

　

／
２
＝
地
震
保
険
料
控
除
額

（
上
限
２
５
、
０
０
０
円
）

（
注
１
）
経
過
措
置

　
　

次
の　
　

ど
ち
ら
も
当
て
は
ま

　

る
人
は
、
従
来
ど
お
り
損
害
保
険

　

料
控
除
（
上
限
１
０
、
０
０
０
円
）

　

を
適
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
地

　

震
保
険
料
控
除
を
併
用
す
る
場
合

　

は
、
合
計
で
２
５
、
０
０
０
円
が

　

上
限
で
す
。

　
　

平
成
１８
年
末
ま
で
に
締
結
し
、

　
　

平
成
１９
年
１
月
１
日
以
後
、
契

　
　

約
変
更
な
ど
を
し
て
い
な
い
長

　
　

期
損
害
保
険

　
　

保
険
期
間
共
済
期
間
の
始
期
が

　
　

平
成
１９
年
１
月
１
日
以
後
で
な

　
　

い
も
の

３
老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃
止

　

に
伴
う
経
過
措
置
の
終
了

　

年
齢
６５
歳
以
上
、
合
計
所
得

１
２
５
万
円
以
下
の
人
の
非
課

税
措
置
が
平
成
１８
年
度
か
ら
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
平
成
１７
年
１
月
１

日
に
６５
歳
以
上
、
前
年
合
計
所

得
１
２
５
万
円
以
下
の
人
は
、

平
成
１８
年
度
市
・
県
民
税
の
所

得
割
と
均
等
割
の
税
額
が
３
分

の
２
、
平
成
１９
年
度
市
・
県
民

税
の
所
得
割
と
均
等
割
の
税
額

が
３
分
の
１
、
経
過
措
置
と
し

て
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
２０
年
度
に
は

こ
の
経
過
措
置
が
な
く
な
り
ま

す
。

税
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税
市
・
県
民
税

　
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告

希
望
者
に
渡
し
ま
す

　
　
　
　成
人
式
記
念
写
真

幼
稚
園
教
諭
（
臨
時
）
募
集

全
額
所
得
控
除
さ
れ
ま
す

　
　
　
国
民
年
金
の
保
険
料

廃
品
回
収
予
定

下
水
道
排
水
整
備

　
　
指
定
工
事
店
更
新
申
請

平
成
２０
年
度
か
ら

　
市
・
県
民
税
が
変
わ
り
ま
す

ア

2

ア

イ

　

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
２
２

イ

時

数 内

問

申 受

所内料

時所時所 受所

時

〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜

1

2

1

市 役 所 か ら の お 知 ら せ
時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間

主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問 ＝問合先

　

市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
２
４

確
定
申
告
の
時
期
で
す

　

平
成
１９
年
中
に
納
付
し
た
国

民
年
金
の
保
険
料
は
「
社
会
保

険
料
控
除
」
の
対
象
と
し
て
所

得
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

民
間
の
個
人
年
金
・
生
命
保

険
な
ど
の
控
除
額
は
、
最
高
５

万
円
ま
で
で
す
が
、
国
民
年
金

は
、
納
付
し
た
額
全
額
が
控
除

さ
れ
、
節
税
に
な
り
ま
す
。
毎

月
分
の
保
険
料
の
ほ
か
、
前
納

し
た
保
険
料
や
納
め
忘
れ
て
い

た
前
年
分
以
前
の
保
険
料
、
免

除
期
間
を
追
納
し
た
保
険
料
も

申
告
で
き
ま
す

家
族
の
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合

　

被
保
険
者
（
本
人
）
の
代
わ
り

に
、
納
付
義
務
者
（
配
偶
者
、

世
帯
主
）
が
納
め
た
場
合
は
、

納
付
義
務
者
が
所
得
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
身

の
社
会
保
険
料
と
合
わ
せ
て
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
な
ど
の
添
付

　

所
得
税
法
の
改
正
で
、
平
成

１７
年
分
の
所
得
の
申
告
か
ら
、

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合

に
、
１
年
間
に
納
付
し
た
額
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
や
提
示

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社

な
ど
の
発
行
す
る
控
除
証
明
書

と
同
様
の
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

を
発
行
し
ま
す
。

　

１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
社

会
保
険
料
控
除
証
明
書
（
は
が

き
）
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
平

成
１９
年
１１
月
上
旬
に
送
付
し
て

い
ま
す
。
確
定
申
告
の
際
、
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
国
民
年

金
保
険
料
を
申
告
す
る
場
合
は
、

必
ず
こ
の
証
明
書
、
ま
た
は
領

収
証
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
申

告
を
す
る
ま
で
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

　

証
明
内
容
は
、
平
成
１９
年
１

月
１
日
か
ら
１０
月
１
日
ま
で
の

納
付
額
と
当
年
中
に
納
付
が
見

込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額

で
す
。
１０
月
２
日
か
ら
１２
月
３１

日
ま
で
の
間
に
初
め
て
保
険
料

を
納
付
し
た
人
は
、
２
月
上
旬

に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
。

控
除
証
明
書
の
問
い
合
わ
せ
先

・
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
―

０
０
―

９
９
１
１

　

３
月
１４
日
（
金
）
ま
で
／
平
日

　

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
香
川
社
会
保
険
事
務
局

　

善
通
寺
事
務
所
国
民
年
金
課

　

善
通
寺
市
文
京
町
２
―

９
―

１

　

☎
０
８
７
７
―

６
２
―

１
６
６
０

　

次
の
と
お
り
臨
時
職
員
を
募

集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

幼
稚
園
教
諭

　

若
干
名

　

２
月
２９
日
（
金
）
ま
で

　
　

教
育
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
３
７

　

秘
書
課　

☎
２３
―

３
９
１
５

　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
４
３

　

平
成
２０
年
成
人
式
で
撮
影
し

た
集
合
写
真
を
渡
し
ま
す
。

　

ま
た
、
成
人
式
当
日
の
様
子

を
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
貸
し
出
し
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
生
涯
学
習
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

２
月
６
日
（
水
）
か
ら
配
布
開

　

始
／
午
前
８
時
３０
分
〜
午

　

後
５
時
１５
分

＊
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
。

　

生
涯
学
習
課
（
共
同
福
祉
施

　

設
１
階
ホ
ー
ル
奥
）

　

ホ
ル
ダ
ー
入
り
写
真
（
該
当

　

校
区
１
枚
）

　

無
料

　

下
水
道
課

　
　
　
　
　

☎
２５
―

６
８
９
０

　

指
定
工
事
店
の
登
録
は
、
１

年
ご
と
に
更
新
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
登
録

は
、
３
月
３１
日
で
満
了
に
な
る

の
で
、
引
き
続
き
登
録
を
受
け

る
場
合
、
更
新
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

２
月
１８
日
（
月
）
〜
２９
日
（
金
）

＊
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

　

下
水
道
課
（
浄
化
セ
ン
タ
ー

　

内
２
階
）

　

２
月
３
日
（
日
）

　

豊
浜
中
学
校

　

２
月
１０
日
（
日
）

　

大
野
原
小
学
校
／
萩
原
小
学

　

校

ギュッと水分を絞って
～みんなで節約～

　生ごみの８割は水分です。水分を十分に切るこ

とがごみの減量化になり、ごみ処理にかかる費用

の節約になります。

お願い！
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市 役 所 か ら の お 知 ら せ
時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間 主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問

時

時所問

所料

＝問合先

美
し
い
香
川
（
観
音
寺
市
）の

　
　
　
　
景
観
写
真
展
開
催

観
音
寺
市
民
音
楽
祭

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　

自
主
防
災
組
織

香
川
県
文
化
会
館
所
蔵
作
品
展

　
ー
香
川
の
院
展
作
家
た
ち
ー

　

県
と
特
定
非
営
利
活
動
法
人

「
香
川
の
み
ど
り
を
育
む
会
」

と
が
協
働
で
実
施
し
て
い
る

「
美
し
い
香
川
の
景
観
調
査
事

業
」
に
基
づ
き
、
良
好
な
景
観

情
報
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
風
景
を

見
つ
め
直
し
、
そ
の
美
し
さ
を

再
発
見
す
る
た
め
に
「
美
し
い

香
川
（
観
音
寺
市
）
の
景
観
」
を

紹
介
す
る
写
真
展
を
開
催
し
ま

す
。

　

２
月
２６
日
（
火
）
〜
２９
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

＊
た
だ
し
２６
日
（
火
）
は
午
前
１０
時
か

　

ら
、
２９
日
（
金
）
は
午
後
４
時
ま
で
。

　

共
同
福
祉
施
設
展
示
ホ
ー
ル

　

都
市
整
備
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
１
８

　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
４
３

　

１
８
９
８
（
明
治
３１
）
年
、
日

本
文
化
の
伝
統
を
継
承
し
つ
つ

新
時
代
の
日
本
画
を
創
造
す
る

こ
と
に
情
熱
を
燃
や
す
岡
倉
天

心
の
も
と
、
横
山
大
観
や
下
村

観
山
、
菱
田
春
草
ら
若
き
才
能

が
集
い
、
日
本
美
術
院
を
創
立

し
ま
し
た
。
天
心
は
１
９
１
３

（
大
正
２
）
年
に
死
去
し
ま
し

た
が
、
翌
年
、
大
観
ら
は
、
そ

の
遺
志
を
継
ぎ
日
本
美
術
院
を

再
興
し
ま
し
た
。
院
展
に
は
新

た
な
作
家
が
参
加
し
、
多
く
の

優
れ
た
日
本
画
家
を
輩
出
し
な

が
ら
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
香
川
県

文
化
会
館
が
所
蔵
す
る
院
展
作

家
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
ゆ
っ
く
り
鑑
賞
し
て
く
だ

さ
い
。

　

２
月
２０
日
（
水
）
〜
３
月
９
日

　

（
日
）
／
午
前
９
時
〜
午
後
６

　

時
（
火
〜
金
）
／
午
前
９
時
〜

　

午
後
５
時
（
土
・
日
）

＊
月
曜
日
休
館
。

　

中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

　

無
料

　

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２５
―

４
２
５
１

　

白
ポ
ス
ト
は
、
青
少
年
に
有

害
な
雑
誌
な
ど
の
回
収
ボ
ッ
ク

ス
で
す
。
毎
月
鍵
な
ど
の
破
損

状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
ポ
ス
ト

内
の
雑
誌
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
１９
年
１０
月
３０
日
で
の
設

置
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
旧
常
磐
公
民
館
前

・
県
営
常
磐
団
地
内

・
や
ま
も
も
作
業
所
前

・
Ｊ
Ａ
豊
田
支
店
前

・
Ｊ
Ａ
粟
井
支
店
前

・
木
之
郷
公
民
館
内

・
柞
田
公
民
館
内

・
薬
師
寺
前

・
観
音
寺
小
公
園
内

・
角
の
町
小
公
園
内

・
高
室
く
も
ん
前

・
琴
弾
公
園
内

・
伊
吹
公
民
館
前

・
大
野
原
支
所
前

・
萩
原
公
民
館
前

・
Ａ
コ
ー
プ
ホ
ウ
ナ
ン
前

・
一
の
宮
公
園
内

・
豊
浜
駅
前

・
豊
浜
南
公
民
館
前

・
豊
浜
南
部
広
場
内

・
箕
浦
駅
前

・
道
の
駅
と
よ
は
ま
内

・
七
福
神
社
内

・
豊
浜
福
祉
会
館
内

　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
４
３

　

こ
と
し
も
市
民
手
作
り
の
音

楽
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
か
や
ま
山
陽
高
等
学
校
吹

奏
楽
部
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
三

豊
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
混
声
合

唱
団
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー
大
野
原

が
新
し
く
参
加
。
今
ま
で
で
一

番
多
く
の
団
体
が
参
加
し
ま
す
。

見
ご
た
え
の
あ
る
ス
テ
ー
ジ
を

友
だ
ち
な
ど
と
誘
い
合
わ
せ
て

ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

２
月
１０
日
（
日
）
／
午
前
１１
時

　

３０
分
開
場
、
正
午
開
演

　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　

無
料

ゲ
ス
ト

　

お
か
や
ま
山
陽
高
等
学
校
吹

　

奏
楽
部

出
演
団
体

　

観
音
寺
南
小
学
校
合
唱
ク
ラ

　

ブ
／
常
磐
小
学
校
合
唱
ク
ラ

　

ブ
／
柞
田
小
学
校
合
唱
部
／

　

大
野
原
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ

　

バ
ン
ド
／
観
音
寺
中
学
校
吹

　

奏
楽
部
／
中
部
中
学
校
合
唱

　

団
・
吹
奏
楽
部
／
三
豊
中
学

　

校
吹
奏
楽
部
／
観
音
寺
第
一

　

高
等
学
校
吹
奏
楽
部
／
観
音

　

寺
中
央
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

　

／
香
川
音
楽
連
盟
／
観
音
寺

　

少
年
少
女
合
唱
団
／
コ
ー
ル

　

花
の
輪
・
み
と
よ
／
混
声
合

　

唱
団
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー
大
野

　

原
／
混
声
合
唱
団
フ
ロ
イ
デ

　

／
吹
奏
楽
団
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
／
豊

　

浜
さ
わ
や
か
コ
ー
ラ
ス

自
分
た
ち
の
ま
ち
は

　
　
　
　
　

自
分
た
ち
で
守
る

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、
地
域

住
民
の
自
衛
意
識
と
連
帯
感
に

基
づ
い
て
結
成
さ
れ
る
防
災
組

織
の
こ
と
で
す
。
普
通
は
地
域

住
民
で
結
成
さ
れ
、
地
震
や
水

害
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
地
域

内
の
中
心
と
し
て
、
自
分
た
ち

の
身
を
守
る
た
め
に
自
主
的
に

活
動
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
役
割

①
市
や
消
防
署
な
ど
、
防
災
機

　

関
と
の
情
報
交
換
や
地
域
住

　

民
へ
の
情
報
伝
達

②
火
災
の
発
生
防
止
や
初
期
消

　

火
③
地
域
住
民
の
安
否
確
認

④
地
域
住
民
が
安
全
に
避
難
す

　

る
た
め
の
誘
導

⑤
障
害
者
や
高
齢
者
、
妊
婦
や

　

乳
幼
児
な
ど
の
災
害
要
援
護

　

者
へ
の
援
助

⑥
簡
単
な
工
具
で
の
救
出
や
負

　

傷
者
の
救
護

⑦
食
事
な
ど
の
救
援
物
資
の
分

　

配
ポ
イ
ン
ト

　

ほ
か
の
地
域

や
防
災
機
関
か

ら
の
援
助
が
す

ぐ
に
及
ば
な
い
大
災
害
で
は
、

自
主
防
災
組
織
が
大
変
重
要
な

役
割
を
果
た
し
ま
す
。

組
織
活
動
に
役
立
つ

　
　
　

防
災
資
機
材
を
配
布
！

　

市
で
は
、
新
し
く
結
成
さ
れ

た
自
主
防
災
組
織
に
防
災
資
機

材
を
支
給
し
、
組
織
の
育
成
と

住
民
ぐ
る
み
の
防
災
体
制
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
県
費
補
助
で
の
防
災

資
機
材
の
交
付
は
、
平
成
２０
年

度
で
終
了
し
ま
す
。

　

軽
自
動
車
税
は
、
車
検
切
れ

な
ど
で
車
に
乗
っ
て
い
な
い
場

合
で
も
、
登
録
を
抹
消
し
な
い

限
り
毎
年
課
税
さ
れ
ま
す
。
平

成
２０
年
度
軽
自
動
車
税
は
、
平

成
２０
年
４
月
１
日
現
在
で
車
を

所
有
し
て
い
る
人
が
納
め
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

軽
自
動
車
の
所
有
者
が
、
市

外
へ
転
出
し
た
り
死
亡
し
た
り

し
た
と
き
は
、
早
め
に
住
所
変

更
や
廃
車
・
名
義
変
更
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
税
課
収
納
係

　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
９
２

　

伊
吹
支
所
市
民
係

　
　
　
　
　

☎
２９
│

２
１
１
１

　

大
野
原
支
所
庶
務
課
市
民
係

　
　
　
　
　

☎
５４
│

５
７
０
４

　

豊
浜
支
所
庶
務
課
市
民
係

　
　
　
　
　

☎
５２
│

１
２
０
３

変
更
手
続
き
が
必
要
で
す

軽
自
動
車
所
有
者
の

住
所
変
更
・
廃
車
・
名
義
変
更

手　続　先

転出した場合

原動機付自転車
転出先の市区町村

納税課、伊吹支所

大野原支所

豊浜支所

納税課、伊吹支所

大野原支所

豊浜支所

納税課、伊吹支所

大野原支所

豊浜支所

軽自動車検査協会
香川主管事務所

四国運輸局
香川運輸支局
登録関係ヘルプデスク

転出先の軽自動車

検査協会

転出先の運輸支局
自 動 二 輪

小型特殊自動車

軽 自 動 車

（トラクター・　

　コンバインなど）

死亡した場合

問

市
内
白
ポ
ス
ト
設
置
状
況

時料 所



　

１
月
下
旬
、
平
成
２０
年
度
の

検
診
希
望
申
込
書
と
説
明
書
を

該
当
世
帯
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

説
明
書
を
よ
く
読
み
、
記
入
漏

れ
が
な
い
よ
う
に
し
て
期
限
内

に
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

書
の
返
信
が
な
い
と
、
検
診
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

１
月
下
旬
〜
２
月
上
旬

　

２
月
８
日
（
金
）
ま
で

　

検
診
希
望
申
込
書
に
記
入
し

　

同
封
の
返
信
用
封
筒
（
切
手

　

不
要
）
に
入
れ
て
投
か
ん
。

注
意
事
項

○
検
診
希
望
申
込
書
の
表
示
年

　

齢
は
、
平
成
２１
年
４
月
１
日

　

を
基
準
に
算
定
し
て
い
る
の

　

で
、
現
在
の
年
齢
と
は
異
な

　

り
ま
す
。

○
４
月
か
ら
健
診
制
度
が
大
き

　

く
変
わ
り
ま
す
。
説
明
書
裏

　

面
の
特
定
健
診
に
つ
い
て
も

　

よ
く
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
は

　

２
年
に
１
度
で
す
。
平
成
１９

　

年
度
受
診
者
は
、
対
象
外
で

　

す
。

○
国
保
人
間
ド
ッ
ク
の
申
し
込

　

み
は
別
途
行
い
ま
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

　

☎
２３
―

３
９
６
４

　

初
心
者
で
も
簡
単
、
あ
っ
た

か
カ
レ
ー
に
挑
戦
。
初
め
て
料

理
す
る
人
も
大
歓
迎
で
す
。

　

２
月
２０
日
（
水
）
／
午
前
９
時

　

３０
分
〜
午
後
１
時

　

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

　

２
月
２１
日
（
木
）
／
午
前
９
時

　

３０
分
〜
午
後
１
時

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

エ
プ
ロ
ン
／
バ
ン
ダ
ナ

　

１
０
０
円

　

２
月
１２
日
（
火
）
ま
で

　

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
６
４

　

２
月
１４
日
（
木
）
／
午
前
１０
時

　

〜
午
前
１１
時
３０
分
・
午
後
零

　

時
３０
分
〜
午
後
４
時

　

市
役
所
ロ
ビ
ー

　

観
音
寺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

２
月
２３
日
（
土
）
／
午
前
１０
時

　

〜
午
前
１１
時

　

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
健
診
室

　

性
と
い
の
ち
の
話

　

い
の
ち
の
応
援
舎　

　
　

助
産
師　

山
本
文
子
先
生

＊
託
児
所
有
り
。（
申
し
込
み
が
必
要
）

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
６
４

食
べ
て
治
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

今
月
の
テ
ー
マ
／
高
血
圧
･
心

臓
病

①
健
康
学
習

　

２
月
８
日
（
金
）
／
午
後
２
時
〜

　

「
血
圧
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
心

　

臓
病
予
防
」
／
聴
診
器
を
使

　

っ
て
自
分
の
血
圧
を
測
っ
て

　

み
ま
し
ょ
う

②
調
理
実
習

　

２
月
２２
日
（
金
）
／
午
前
１０
時

　

３０
分
〜

　

「
塩
分
を
控
え
て
も
お
い
し

　

い
食
事
」

＊
材
料
費
は
当
日
徴
収
。

腎
臓
病
教
室

　

２
月
２１
日
（
木
）
／
午
後
３
時

　

３０
分
〜

　

腎
臓
が
悪
く
な
っ
た
ら
ど
う

　

す
れ
ば
い
い
の
／
腎
不
全
の

　

進
行
を
遅
ら
せ
る
た
め
に
／

　

腎
臓
に
や
さ
し
い
食
事

糖
尿
病
教
室

　

２
月
７
日
（
木
）
／
午
後
６
時
〜

　

糖
尿
病
検
査
の
数
字
〜
Ｈ
ｂ

　

Ａ
１
ｃ
が
大
切
で
す
／
試
食

　

会
「
野
菜
を
お
い
し
く
た
っ

　

ぷ
り
食
べ
て
、
血
糖
安
定
！
」

＊
試
食
会
は
実
費
６
０
０
円
が
必
要
。

＊
各
教
室
と
も
事
前
予
約
が
必
要
。

　
　

三
豊
総
合
病
院
組
合
健
康

　

管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
５２
―

３
３
６
６

開
放
施
設

　

観
音
寺
中
学
校
運
動
場

利
用
可
能
校
区

　

観
音
寺
南
小
学
校
校
区
内

　

観
音
寺
東
小
学
校
校
区
内

利
用
種
目

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

サ
ッ
カ
ー

開
放
期
間

　

４
月
１
日
（
火
）
〜

　

平
成
２１
年
３
月
３１
日
（
火
）

開
放
時
間

　

毎
日
午
後
７
時
〜
午
後
１０
時

　

２
月
１８
日
（
月
）
〜
３
月
７
日

　

（
金
）

　
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー

　

ツ
振
興
係

☎
２３
―

３
９
４
１

　

観
音
寺
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
ナ
イ
タ

ー
リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
ま
す
。

ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
に
参
加
を
希

望
す
る
チ
ー
ム
は
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

５
月
上
旬
〜
９
月
末
（
予
定
）

　

２
月
１８
日
（
月
）
〜
３
月
７
日

　

（
金
）

　
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー

　

ツ
振
興
係

☎
２３
―

３
９
４
１ 

　

３
月
２
日
（
日
）

　

一
の
宮
公
園
芝
生
広
場

　

３
月
９
日
（
日
）

　

萩
の
丘
公
園
多
目
的
広
場

　

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

＊
初
心
者
歓
迎
。

　

５０
人

　

一
の
宮
公
園
教
室
／
２
月
22

　

日
（
金
）
ま
で
／
豊
浜
分
室
で

　

も
受
付
可
。（
☎
５２
―

１
２
０
６

）

　

萩
の
丘
公
園
教
室
／
２
月
29

　

日
（
金
）
ま
で
／
大
野
原
分
室

　

で
も
受
付
可
。
（
☎
５４
―

５
７

　

０
２
）

　
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー

　

ツ
振
興
係

☎
２３
―

３
９
４
１

　

２
月
２４
日
（
日
）
／
午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

　

雅
之
郷

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
観
音

　

寺
会
長
石
川
美
子

　
　
　
　
　

☎
５２
―

２
１
３
０

　

４
月
１３
日
（
日
）
／
午
前
９
時

　

〜
正
午

　

健
康
マ
ラ
ソ
ン

　
　

約
１５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル　
　

　
　

５
、
０
０
０
人

　

健
康
ジ
ョ
ギ
ン
グ

　
　

約
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
　

２
、
０
０
０
人

　

健
康
ウ
オ
ー
ク

　
　

約
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
　

５
、
０
０
０
人

　

２
月
８
日
（
金
）
ま
で

　

往
復
は
が
き
か
イ
ン
タ
ー
ネ

　

ッ
ト
で
申
し
込
み
。

　

〒
７
６
０
―

８
６
９
１

　

高
松
中
央
郵
便
局
私
書
箱
１

　

６
３
号　

瀬
戸
大
橋
橋
上
イ

　

ベ
ン
ト
エ
ン
ト
リ
ー
セ
ン
タ
ー

*
記
入
事
項
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

　

見
て
く
だ
さ
い
。

　

瀬
戸
大
橋
開
通
20
周
年
記
念

　

事
業
香
川
・
岡
山
県
実
行
委

　

員
会

　

瀬
戸
大
橋
橋
上
イ
ベ
ン
ト
エ

　

ン
ト
リ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
７
│

８
１
６
│

８
０
０
１

　

３
月
３
日
（
月
）
〜
21
日
（
金
）

*
受
け
付
け
時
間
・
出
願
手
続
き
な

　

ど
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

３
年
修
業
コ
ー
ス
（
丸
亀
高

　

校
）
／
４
年
修
業
コ
ー
ス

（
高
松
高
校
･
丸
亀
高
校
）

　

中
学
校
か
こ
れ
に
準
ず
る
学

　

校
を
卒
業
し
た
人

　

１
科
目
に
つ
き
年
間
７
３
０

　

円
／
教
科
書
代
な
ど

　

香
川
県
立
丸
亀
高
等
学
校
通

　

信
制
課
程

　

☎
０
８
７
７
│

２
３
│

６
０
０
３

　

香
川
県
立
高
松
高
等
学
校
通

　

信
制
課
程

　

☎
０
８
７
│

８
３
１
│

７
２
４
４

　

４
月
〜
平
成
２２
年
３
月
（
２

　

年
制
）
／
年
間
２６
日
間
、
１

　

日
２
時
限
（
１
時
限
９０
分
）

　

／
原
則
と
し
て
１
年
生
は
月

　

曜
日
、
２
年
生
は
火
曜
日
に

　

開
講

　

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　

７
階
大
会
議
室
（
高
松
市
番

　

町
一
丁
目
１０
│

３５
）

　

講
座
科
目

　

歴
史
／
社
会
･
生
活
／
文
化

　

／
健
康
／
福
祉
／
行
事

　

県
内
在
住
で
平
成
２０
年
４
月

　

１
日
現
在
、
満
６０
歳
以
上
の

　

人
／
過
去
に
か
が
わ
長
寿
大

　

学
を
受
講
し
た
こ
と
が
な
い

　

人

　

２
０
、
０
０
０
円
／
年
（
予
定
）

　

１
７
０
人

＊
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
第
三
者

　

に
よ
る
公
開
抽
選
。

　

往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
・

　

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）･

　

生
年
月
日
･
年
齢
･
性
別
･

　

電
話
番
号
･
か
が
わ
長
寿
大

　

学
受
講
希
望
と
記
入
し
申
し

　

込
み
。

　

〒
７
６
０
│

０
０
１
７

　

高
松
市
番
町
一
丁
目
１０
│

３５

　
（
財
）か
が
わ
健
康
福
祉
機
構　

　

２
月
１
日
（
金
）
〜
２９
日
（
金
）

＊
当
日
消
印
有
効
。

　

（
財
）
か
が
わ
健
康
福
祉
機
構

　

長
寿
社
会
部

　

☎
０
８
７
│

８
６
３
│

０
２
２
２

2021

コ
ー
ナ
ー 健
康

平
成
２０
年
度

　
　
　
　検
診
希
望
調
査

三
豊
総
合
病
院
組
合
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
健
康
教
室

愛
育
会
子
育
て
講
演
会

「
い
の
ち
の
尊
さ
を

　
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
」

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
２０
年
度
入
学
受
講
生

募
集
〜
か
が
わ
長
寿
大
学
〜

観
梅
茶
会

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
観

音
寺
〜
１５
周
年
記
念
事
業
〜

健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
健
康
ジ
ョ

ギ
ン
グ
、
健
康
ウ
オ
ー
ク

瀬
戸
大
橋
開
通
２０
周
年
記
念

参
加
者
募
集

平
成
２０
年
度
高
等
学
校

　
　
通
信
制
課
程
生
徒
募
集

平
成
２０
年
度
入
学
受
講
生

募
集
〜
か
が
わ
長
寿
大
学
〜

平
成
２０
年
度

観
音
寺
中
学
校
夜
間
照
明

　
　
施
設
（
運
動
場
）
開
放

健
康
づ
く
り

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
教
室

平
成
２０
年
度

観
中
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
リ
ー
グ
戦
チ
ー
ム
登
録

市内卓球大会

午前９時～／県立三豊体育館

香川県バウンドテニス協会選手権大会

午前９時～／市立総合体育館

西日本ジュニアサッカー大会

午前９時～／総合運動公園

2007／08Ⅴチャレンジリーグ女子

香川大会　

８日午後1時～・９日正午～／市立総合

体育館

四国ブロックバウンドテニス選手権大会

午前９時～／市立総合体育館

日 行　　　事

お
知
ら
せ

く ら し の 生 き 生 き 情 報

時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間 主 ＝主催 申

時

問

主時所内講申時内時内

問

所

時

受申

問

受 時

時所所対数受申

問

時

申

問

内内申

問

時

時所時所持料受主

時

申

問

受申

時時 所問

受 内申主問受内

問 料 対時所内対料

問 受 申

数

＝申込方法・申込先 問 ＝問合先

ス
ポ
ー
ツ

情
報

17

8

9

3／

　1

　2

自
分
の
住
所

郵便番号・住所

氏名（ふりがな）

生年月日・年齢・性別

電話番号

自
分
の
氏
名　
様

※

記
入
不
要

（
財
）か
が
わ
健
康
福
祉
機
構

行

高
松
市
番
町
一
丁
目
１０
ー

３５

かがわ長寿大学受講希望

760-0017
５０

往信

５０

返信

返信はがきの裏面には、何も記入し
ないように注意してください。

男
性
料
理
教
室



く ら し の 生 き 生 き 情 報

時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間 主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問

問

時所内対料問

＝問合先

相談あれこれ

2223

消
防
だ
よ
り

図書館だよりLibrary News

１６２
、
５
０
７
件

火
災
・
救
急
件
数

相談あれこれ相談あれこれ
※相談日は、都合により変更することがあります。

時

所

時

時

時所

所

所

申

時

時

問

問

問

時

時

時

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

時

講

問

所

問 時

時

時

時

講

講

時

時

時

時

時

数 時

所 講

所

所

申

所

所

講

岸上　清実

合田　政光

石川　啓二

福田　　哲

高橋　和宏

篠原　浩一

秋山　輝雄

齋藤　末夫

田野　道雄

柞田町

八幡町

吉岡町

観音寺町

出作町

＝

＝

＝

＝

＝

大野原町大野原

大野原町大野原

大野原町萩原

豊浜町姫浜

＝

＝

＝

＝

固定資産税（４期）

都市計画税（４期）

納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。

納付期限　２月２９日（金）

中央図書館行事予定

新

紙芝居「おにはーそと！」

編集：北川建次ほか

南々社

絵：長谷川知子
童心社

＊紙芝居はほかにもたくさん入っています。

★おはなし会

★つぼみ愛書会２月例会

★図書館講座（古典を読む会「徒然草」＋日本語講座）

大野原図書館行事予定

豊浜図書館行事予定

★工作教室　　　　　　　　　　２日（土）　午後１時３０分～午後２時３０分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（おしゃれな紙袋をつくろう！）

★おはなし会　　　　　　　　　１６日（土）　午後１時３０分～午後２時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（きょうりゅうのお話の紙芝居　ほか）

1
1
〜

（
平
成
１９
年
）

12
31

若
者
に
多
い
ア
ポ
イ
ン
ト

メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス

木
造
住
宅
耐
震
対
策
講
座

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
・
サ
テ
ラ

イ
ト
相
談

火　

災

救　

急

12月1日～31日（敬称略）

香典返し

観音寺マジッククラブ

一般寄付

件

刊

　２日（土）　午後１時３０分～午後２時１０分�

２３日（土）　午後１時３０分～午後２時１０分

２２日（金）　午後１時３０分～

柳沢桂子著　癒されて生きる (岩波文庫)

２３日（土）　午前９時５０分～午前１１時２０分

★おはなし会

★古典文学講座

　９日（土）　午後２時～午後３時

１６日（土）　午前９時３０分～午前１１時３０分

休館日　中央図書館 ４・１２・１８・２５日

大野原・豊浜図書館 ４・１１・１２・１８・２５日

電
気
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

電
気
は
わ
た
し
た
ち
の
生
活

に
無
く
て
は
な
ら
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
で
火
災
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
た
ま
ま

　

に
な
っ
て
い
る
プ
ラ
グ
に
、

　

ほ
こ
り
な
ど
が
着
い
て
い
な

　

い
か
点
検
し
清
掃
を
す
る
。

②
コ
ー
ド
が
家
具
の
下
敷
き
に

　

な
っ
た
り
、
押
し
つ
け
ら
れ

　

て
傷
が
付
い
た
り
し
な
い
よ

　

う
に
す
る
。

③
コ
ー
ド
を
束
ね
た
り
、
ね
じ

　

れ
た
り
し
た
ま
ま
で
使
用
し

　

な
い
。

④
ビ
ニ
ー
ル
コ
ー
ド
を
柱
や
壁

　

な
ど
に
ス
テ
ッ
プ
ル
（
＊
）
で

　

止
め
な
い
。

＊
Ｕ
字
型
を
し
た
く
ぎ
で
、
股
釘
（
ま

　

た
く
ぎ
）
と
も
い
う
。

⑤
た
こ
足
配
線
は
や
め
て
、
許

　

容
電
流
以
下
で
使
用
す
る
。

⑥
コ
ン
セ
ン
ト
に
プ
ラ
グ
を
差

　

し
込
み
、
緩
み
が
あ
れ
ば
使

　

用
し
な
い
。

⑦
プ
ラ
グ
を
抜
く
と
き
は
、
コ

　

ー
ド
を
引
っ
張
ら
ず
に
プ
ラ

　

グ
を
持
っ
て
抜
く
。

★
各
家
庭
に
住
宅
用
火
災
警
報

　

器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
★

２月の納税

今月の人口

人　口

男

女

世帯数

瀬戸内海事典

南
消
防
署　

☎
２４
│

２
１
１
９

あたたかい心ありがとうございます
社会福祉法人 観音寺市社会福祉協議会

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス

と
は

　

商
品
の
販
売
が
目
的
だ
と
い

う
こ
と
を
隠
し
て
電
話
や
メ
ー

ル
で
営
業
所
や
喫
茶
店
に
呼
び

出
し
、
商
品
な
ど
を
勧
め
る
商

法
で
す
。

相
談
事
例

　

２０
歳
に
な
っ
た
翌
日
に
突
然

知
ら
な
い
異
性
か
ら
電
話
が
あ

り
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
ほ
し
い

と
言
わ
れ
て
回
答
し
ま
し
た
。

数
回
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
を
し

た
後
、
会
い
た
い
と
言
わ
れ
、

駅
で
待
ち
合
わ
せ
て
フ
ァ
ミ
リ

ー
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
８０
万
円
の
ダ
イ
ヤ
の

ネ
ッ
ク
レ
ス
を
勧
め
ら
れ
、
高

額
で
支
払
え
な
い
と
断
り
ま
し

た
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
支
払
え

ば
よ
い
と
言
わ
れ
て
結
局
契
約

し
ま
し
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

・
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
て
か

　

ら
８
日
以
内
な
ら
ク
ー
リ
ン

　

グ
オ
フ
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

　

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
が
過

　

ぎ
て
も
、
法
律
に
違
反
す
る

　

行
為
が
販
売
側
に
あ
れ
ば
、

　

契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で

　

き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

・
こ
の
商
法
で
は
、
社
会
経
験

　

の
浅
い
２０
歳
過
ぎ
の
若
者
が

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
ケ
ー
ス

　

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
軽
い
気

　

持
ち
で
知
ら
な
い
人
か
ら
の

　

呼
び
出
し
に
応
じ
な
い
よ
う

　

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
は
、
月
々

　

の
支
払
い
は
少
額
で
も
、
支

　

払
い
総
額
は
手
数
料
が
加
算

　

さ
れ
て
高
額
に
な
り
ま
す
。

　

契
約
は
慎
重
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
い
こ
と
や
困
っ
た
と
き

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２５
―

５
１
３
５

　

住
ま
い
の
耐
震
性
に
不
安
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
地
震
対
策
や

改
修
に
関
心
の
あ
る
人
な
ら
、

だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

２
月
１７
日
（
日
）
／
午
後
１
時

　

３０
分
〜
午
後
４
時

　

高
松
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
ま
な
び
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
多
目
的
ホ

　

ー
ル

　

２
２
０
人
（
先
着
順
）

　

無
料

　

香
川
県

　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
（
社
）
香
川

　

県
建
築
士
事
務
所
協
会
に
申

　

し
込
み

　

☎
０
８
７
―

８
２
１
―

４
２
８
０

　
　

０
８
７
―

８
２
３
―

０
７
１
２

　

看
護
職
の
求
人
や
求
職
の
相

談
を
受
け
ま
す
。

　

２
月
１３
日
（
水
）
／
午
前
９
時

　

〜
午
後
４
時

　

三
豊
合
同
庁
舎
１
階
第
２
会

　

議
室

　

県
看
護
協
会
職
員
に
よ
る
無

　

料
職
業
仲
介
・
就
業
相
談

　

就
職
先
を
探
し
て
い
る
看
護

　

職
員
、
看
護
職
員
を
雇
用
し

　

た
い
と
考
え
て
い
る
施
設

　

無
料

＊
予
約
不
要
。

　

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
７
―

８
６
４
―

９
０
７
５

F

時所数料主申


